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ド
イ
ツ
関
税
同
盟
小
論

―

そ
の
自
由
貿
易
的
性
格
に
つ
い
て
―

久

慈

栄

志

〔
は

じ

め

に
〕

一
九
世
紀
ド
イ
ツ
社
会
経
済
史
研
究
の
、
基
本
的
な
、
し
か
し
最
も
重
要

な
テ
ー

マ
は

″
ド
イ
ツ
経
済
の
国
民
的
統

一
と
そ
の
自
立
″
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
産
業
資
本
の
形
成

・
確
立

の
問
題
、
従

っ
て
ま
た
、
封
建
制
か
ら
資
本
制

へ
の
移
行
の
問
題
と
不
可
分

な
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
八
三
四
年
に
成
立
し
た

「
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
」
《
∪
ｏ
【
∪
８
”８
ｒ
ｏ
Ｎ
？

〓
お
お
Ｆ
》
（以
下

「
関
税
同
盟
」
と
略
）
は
、
領
邦
的
規
模
で
分
立
し
て
い

た
ド
イ
ツ
各
地
の
経
済
圏
に
、
と
も
か
く
も

一
定
の
ま
と
ま
り
を
与
え
、　
一

八
七

一
年
の
政
治
的
統

一
と
、
こ
れ
に
対
応
し
た
ド
イ
ツ
の

「
国
民
経
済
」

の
形
成
に
と
っ
て
の
前
提
条
件
と
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

″後
進
国
″
ド
イ
ツ
の
経
済
的
統

一
過
程
の
歩
み
は
、
国
内
市
場
の
形
成
、

ひ
い
て
は
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
の
確
立
に
他
な
ら
な
い
が
、
そ

の
性
格
は
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
と
、
こ
れ
を
中
心
と
す
る
国
際
的
な
分
業
体

制
に
対
立
し
つ
つ
、
そ
れ
か
ら
の
経
済
的
自
立
の
過
程
と
し
て
展
開
し
た
、

い
わ
ゆ
る

「
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
解
放
」
）卜
ｏ
∽
く
ｏ
●
Ｕ
●
∞
ｒ
己
．^
で
あ
る
と
言

え
る
。

本
報
告
で
は
関
税
同
盟
成
立
の
経
緯
に
焦
点
を
あ
て
つ
つ
、
ド
イ
ツ
経
済

の
自
立
の
実
現
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
い
か
な
る
意
味
を
持

っ
た
の
か
―
―
を

考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

一
九
世
紀
初
頭
に
始
ま
る
ド
イ
ツ
の
近
代
化
過
程
を
概
観
す
る
時
、
我
々

は
そ
こ
に
顕
著
な
二
つ
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
む
ろ
ん
、
近
代

　

一

化
が
西
欧
諸
国
、
と
り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
後
進
国
と
い
う
危
機
意
識

　
１

の
下
で
の
近
代
化
で
あ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

ま
ず
第

一
は
、
ド
イ
ツ
の
富
国
強
兵
の
過
程
が
、
近
代
化
、
産
業
化
の
過

程
と
同
時
並
行
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
国
の
強
大
化
は
、
イ
ギ
リ
ス
に

代
表
さ
れ
る
先
進
資
本
主
義
諸
国
に
対
す
る

″後
進
国
″
と
し
て
の
資
本
主

義
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

第
二
は
、
ド
イ
ツ
産
業
革
命
が
完
成
す
る
十
九
世
紀
後
半

（
さ
ら
に
二
十

世
紀
初
頭
ま
で
包
合
し
う
る
が
）
の
時
代
は
、
先
進
国
は
既
に
近
代
化

（産

業
化
）
を
成
し
遂
げ
、

「高
度
資
本
主
義
段
階
」

へ
移
行
し
つ
つ
あ

っ
た
こ

と
で
あ
る
。

「
金
融

・
独
占
資
本
主
義
」
あ
る
い
は

「帝
国
主
義
」
と
呼
ば

れ
る
段
階
で
あ
る
。
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ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
の

「新
航
路
政
策
」
以
来
、
ド
イ
ツ
は
世
界
強
国

へ

の
道
を
選
択
す
る
こ
と
と
な
る
の
だ
が
、
そ
の
為
に
は
、
単
に
先
進
諸
国
の

近
代
化
を
模
倣
す
る
の
み
で
は
到
底
不
可
能
で
あ
り
、
何
と
し
て
も
短
期
間

に
し
て
高
度
資
本
主
義
国
の

一
角
を
占
め
る
必
要
が
あ
っ
た
、
と
い
う
点
で

あ
ろ
う
。

ド
イ
ツ
は

一
八
四
〇
年
代
に

″
テ
イ
ク

・
オ
フ
″
（↓
詳
ｏ
‐０
識
）
を
迎
え
、

産
業
は
飛
躍
的
発
展
を
遂
げ
る
が
筆
者
は
こ
こ
で

一
つ
の
疑
間
を
提
起
し
た

そ
れ
は
関
税
同
盟
に
関
す
る
従
来
の

一
般
的
解
釈
で
あ
る

″先
進
国
の
経

済
攻
勢
に
対
す
る
経
済
的
バ
リ
ア
ー
設
定
に
よ
る
保
護
効
果
″
の
過
大
評
価

で
あ
る
。
前
述
の
ド
イ
ツ
近
代
化
の
二
特
徴
を
理
解
す
る
上
で
も
こ
の
疑
間

の
解
明
は
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、　
″
テ
イ
ク

・
オ
フ
″
に
関
税

同
盟
が
い
か
に
関
わ
り
、
さ
ら
に

一
九
世
紀
末
の

″
高
度
資
本
主
義
化
″
に

い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
、
を
明
ら
か
に
す
べ
く
筆
者
は
ま
ず
、
関

税
同
盟
の
も
つ
保
護
主
義
的
性
格
の
再
検
討
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。

０

十
九
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
は
、
既
に
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
後
、
大

小
二
百
数
十
の
領
邦
国
家
に
分
裂
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
神
聖

ロ
ー
マ
帝
国
も

有
名
無
実
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
状
態
は
ウ
イ
ー
ン
会
議
後
も
何
ら
変
化
す

る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

社
会
、
経
済
的
様
相
は

エ
ル
ベ
川
の
東
西
で
異
な
り
、
西
側
で
は
、
地
方

に
よ
り
若
千
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
地
主
貴
族
と
農
民
と
の
間
の
封
建
的
隷

属
関
係
は
薄
れ
、
農
民
は
貨
幣
地
代
の
納
付
に
よ
っ
て
、
小
作
人
の
地
位
を

保

つ
こ
と
が
出
来
た
。

東

エ
ル
ベ
で
は
依
存
と
し
て
グ
ー
ツ
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト

（〇
二
争
ｏ
ｌ
８
ぎ
じ

が
残
存
し
て
お
り
、
当
該
地
に
お
け
る
ユ
ン
カ
ー

（旨
椰
だ
０
【）
の
権
力
は
絶

大
で
、
村
民

（農
民
）
に
対
す
る
裁
判
権

・
警
察
権
を
あ
わ
せ
持

っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

ユ
ン
カ
ー
は
、
農
業
生
産
力
増
大
の
為
に
、
農
民
の
土
地
を
収
奪
す
る
こ

と
に
よ
り
直
営
地
を
拡
大
し
、
世
襲
的
な
隷
農
を
賦
役
労
働
に
従
事
さ
せ
、　
　
一

商
業
的
農
業
を
営
ん
で
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

以
上
の
よ
う
に
、
当
時
の
ド
イ
ツ
は
概
し
て
封
建
的
で
あ
り
、
農
業
主
体

　

¨

の
国
家
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
一
こ
の
事
は

「都
市
は
関
税
壁
に
よ
っ
て
農

村
地
帯
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
た
と
は
言
え
、
都
市
の
市
民
は
農
耕
と
畜
育
で

（
注

３
）

自
ら
の
生
計
を
立
て
て
い
た
」
と
の
点
か
ら
も
う
か
が
え
る
し
、
実
際
十
九

世
紀
初
頭
ま
で
手
工
業
者
が
農
村
に
定
着
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら

れ

て

い
た

為
、
都
市
と
農
村
と
の
生
活
に
さ
ほ
ど
差
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ゾ
ム
バ
ル
ト

（́
く
。Ｐ
）日
Ｆ
諄
）
の
報
告
に
よ
る
と
、　
一
八
〇
二
―
三
年
に

プ

ロ
イ
セ
ン
の
諸
都
市
に
は
、
六
三
四
八
六
の
穀
倉
が
あ
り
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ

州
の
市
に
は
四
四
〇
〇
の
穀
倉
と
五
四
九
二
の
厩
舎
が
あ
っ
た
。　
一
八
〇

一

―
二
年
に
は
プ

ロ
イ
セ
ン
諸
都
市
は
耕
作
で

一
〇
五
〇
万
タ
ー
ラ
ー
、
牧
畜



で
七
〇
〇
万
タ
ー
ラ
ー
を
得
た
と
い
う
か
ら
、
都
市
内
に
お
い
て
も
か
な
り

農
業
生
活
的
色
合
い
が
濃
い
と
言
え
る
。

し
か
も
、
政
治
的
分
裂
の
ゆ
え
に
大
規
模
な
市
場
組
織
が
形
成
し
得
な
か

っ
た
こ
と
は
、
こ
の
国
の
経
済
的
発
展
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
た
。

一
八
〇
七
年
に
始
ま
る
シ
ュ
タ
イ
ン
、　
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
の
改
革
の
柱
が

い
わ
ゆ
る
経
済
改
革
で
あ

っ
た
こ
と
も
う
な
ず
け
よ
う
。

Ｃ

ド
イ
ツ
の
社
会
、
経
済
的
立
ち
遅
れ
の
要
因
の

一
つ
と
し
て
、
小
邦
分
立

を
挙
げ
た
が
、
実
際

一
八
世
紀
に
お
い
て
は
三
六
〇
も
の
諸
侯
が
対
立
し
独

立
し
た
政
治
体
を
形
成
し
て
い
た
。
ウ
イ
ー
ン
会
議
の
結
果
、
こ
れ
ら
は
、

か
な
り
整
理
統
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
尚
も
二
十
五
領
邦
、
四
自
由
市
に

分
裂
し
た
ま
ま
で
あ

っ
た
。
各
領
邦
は
互
い
に
隣
国
を
外
国
と
み
な
し
、
関

税
も
異
に
し
て
い
た
。

三
六
〇
も
の
領
邦
が
存
在
し
た
時
代
に
は
、
あ
る
旅
行
者
は

「
三
六
〇
の

領
邦
は
騎
士
か
ら
皇
帝
ま
で
の
位
階
を
表
わ
す
。　
一
日
の
旅
行
で
自
由
市
、

僧
領
、
帝
国
騎
士
所
有
の
村
、
方
伯
、
公
爵
、
王
の
各
所
領
を
通
る
こ
と
に

（
注

５
）

な
り
か
ね
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
無
数
の
領
邦
が
統
合
さ
れ
た
と
し
て
も
、
各
領
邦
は
、
異
な

っ
た
歴
史
と
社
会
を
持

つ
旧
小
邦
の
寄
せ
集
め
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
結
果
と

し
て
、　
一
領
邦
内
に
い
く
つ
も
の
関
税
を
有
す
る
ま
こ
と
に
不
便
き
わ
ま
り

な
い
状
態
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

大
国
プ

ロ
イ
セ
ン
で
は
六
十
七
種
の
関
税
率
と

一
一
九
種
の
貨
幣
が
流
通

し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
い
か
な
る
結
果
を
も
た
ら
す
か
は
容
易
に

想
像
出
来
よ
う
。

次
に
当
時
の
ド
イ
ツ
国
内
事
情
を
示
し
た
二
、
三
の
報
告
を
挙
げ
よ
う
。

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
三
十
八
の
関
税
と
通
過
税
は
国
内
の
交
通
を
麻
痺
さ

せ
、
例
え
ば
人
体
の
す
べ
て
の
関
節
が
縛
り
あ
げ
ら
れ
、
血
液
の
流
れ
が
妨

げ
ら
れ
る
の
と
同
様
な
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

ハ
ン
ブ

ル
ク
と
オ
ー
ス

ト
リ
ア
、
ベ
ル
リ
ン
と
ス
イ
ス
の
間
で
仕
事
を
し
よ
う
と
す
る
者
は

一
〇
の

領
邦
を
横
断
し

一
〇
の
関
税
、
通
行
税
に
精
通
し
、
通
過
税
を

一
〇
回
支
払

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（中
略
）
彼
ら
は
羨
望
の
眼
差
し
で
ラ
イ
ン
の
彼
方
を

見
る
。
そ
こ
に
は

一
つ
の
大
国
が
あ
り
、
英
仏
海
峡
か
ら
地
中
海
ま
で
、
オ

ラ
ン
ダ
国
境
か
ら
イ
タ
リ
ア
ま
で
、　
一
人
の
関
税
吏
に
会
う
こ
と
な
く
自
由

な
河
川
と
道
路
に
よ
っ
て
商
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
商
業
は
、

か
つ
て
ハ
ン
ザ
時
代
に
は
、
ド
イ
ツ
船
舶
の
保
護
の
下
に
世
界
の
貿
易
を
担

っ
て
い
た
が
、
今
で
は
二
十
八
の
関
税
に
よ
っ
て
崩
壊
の
危
機
に
た
た
さ
れ

（
注
６
）

て
い
る
」

「
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
ら
ゆ
る
市
場
か
ら
我
々
の
産
業
は
関
税
線
に
よ
っ
て

排
斥
さ
れ
て
い
る
が
、
逆
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
は
ド
イ
ツ
に
公

開
さ
れ
た
市
場
を
有
す
る
」

（
ラ
イ
ン
の

一
工
場
主
）

交
通
事
情
に
関
し
て
は

「
悪
路
を
馬
車
で
行
く
に
は
き
わ
め
て
偉
大
な
心

3



（
注

８
）
　

　

　

　

‐
　

・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

的
、
身
的
能
力
を
必
要
」
と
し
、
ま
た

「
夏
は
ほ
こ
り
、
冬
は
泥
の
道
路
が

馬
車
の
走
行
を
鈍
ら
せ
、
木
の
切
り
株
や
石
で
立
往
生
す
る
馬

車

が
続

出

し
、
そ
れ
が
新
聞
記
事
の
格
好
の
タ
ネ
と
な
っ
て
い
る
」
有
様
で
あ

っ
た
。

若
千
、
感
情
的
内
容
と
も
思
わ
れ
る
が
、　
一
概
に
誇
張
と
ば
か
り
は
言
え

ぬ
だ
ろ
う
。

イ
ギ
リ
ス
に
産
業
革
命
が
お
こ
っ
た

一
七
八
〇
年
代
、
ド
イ
ツ
は
未
だ
絶

対
王
政
の
段
階
に
あ

っ
た
。
し
か
も
極
端
な
政
治
的
分
裂
状
態
ゆ
え
に
、
絶

対
王
政
と
は
言
え
、
そ
れ
は

「領
邦
絶
対
王
政
」
に
等
し
か

っ
た
。

と
こ
ろ
で
プ

ロ
イ
セ
ン
は
啓
蒙
専
制
国
家
の
典
型
で
あ
る
が
、
啓
蒙
専
制

国
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
対
外
的
に
は
、
そ
の
資
本
主
義
化
あ
る
い
は

近
代
化
の
遅
れ
の
ゆ
え
に
先
進
国
に
追
い
つ
く
為
に
、
他
方
、
国
内
的
に
は

絶
対
王
政
の
均
衡
勢
力
の

一
つ
で
あ
る
市
民
層
の
弱
体
ゆ
え
に
、
王
（国
家
）

自
ら
、
富
国
強
兵
に
立
脚
し
た
近
代
化
政
策
を
推
進
す
る
、
と
い
う
内
容
を

含
ん
で
い
る
。
ま
た
プ

ロ
イ
セ
ン
は
後
進
性
ゆ
え
に
、
農
工
商
す
べ
て
の
領

域
で
王
政
の
援
助
を
必
要
と
し
て
い
た
。
こ
の
現
実
は
、
関
税
同
盟
の
性
格

に
も
多
大
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
。

さ
て
、　
一
国
の
資
本
主
義
的
経
済
発
展
に
と
っ
て
国
内
市
場

の
形
成
は
絶

（
注
１０
）

対
条
件
と
言
え
る
。

ド
イ
ツ
の
政
治
的
分
裂
状
態
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
占
領
後
、
幾
分
克
服

さ
れ
た
と
は
言
え
、
統

一
と
は
程
遠
い
状
態
で
あ

っ
た
。
ゆ
え
に

一
八
三
四

年
の
関
税
同
盟
の
形
成
は
、
経
済
的
統

一
へ
の
第

一
歩
を
し
る
し
、
ま
た
鉄

道
建
設
を
主
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
る
ド
イ
ツ
産
業
革
命
に
と
っ
て
、
不
可
欠

で
あ

っ
た
。

以
下
プ

ロ
イ
セ
ン
主
導
の
下
に
誕
生
し
た

「
関
税
同
盟
」
を
、
成
立
に
至

る
経
緯
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
し

て
ゆ

き
た

０

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

（́
く
・
コ
８
，
口
）
は
ド
イ
ツ
の
関
税
統

一
の
段
階
―
―
究

極
的
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
排
除
の
小
ド
イ
ツ
主
義
的
統

一
と
な
る
が
―
―
を

（
注
１１
）

次
の
二
つ
の
時
期
に
区
分
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

１
　

一
八

一
九
―

上

八
六
七
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

２
　

一
八
六
七
―
―

一
八
七

一
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

３
　

一
八
七

一
年
以
降

（
注
１２
）

第

一
の
時
期
は
、

「
プ

ロ
イ
セ
ン
関
税
法
」

（
一
八

一
八
年
五
月
二
六
日

法
制
化
、　
一
八

一
九
年

一
月

一
日
実
施
、
但
し
、
西
部
諸
州
は
九
月
二
〇
日

実
施
）
の
成
立
か
ら
、　
一
八
三
四
年
の

「
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
」
の
成
立
、
そ

し
て

「
北
ド
イ
ツ
連
邦
」

（Ｚ
ｏ
【ａ
８
π
ぎ
”
”
ｃ
ａ
）
誕
生
ま
で
で
あ
る
。

第
二
の
時
期
は
北
ド
イ
ツ
連
邦
（
そ
れ
自
体
が

一
つ
の
関
税
同
盟
で
あ
る
）

及
び
、
そ
れ
に
加
入
し
て
い
な
い
バ
イ
エ
ル
ン
、
ヴ

ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、
バ

ー
デ
ン
、　
ヘ
ッ
セ
ン

・
ダ

ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
含
む
、
従
来
か
ら
の
ド
イ
ツ

関
税
同
盟
と
が
、
併
存
す
る
時
期
で
あ
る
。



第
二
の
時
期
は

「
ド
イ
ツ
帝
国
」
成
立
で
あ
る
。

（但
し
、
関
税
同
盟
に

加
入
し
つ
つ
も
、
ド
イ
ツ
帝
国
に
属
し
て
い
な
い
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
ク
、
逆
に

帝
国
に
属
し
つ
つ
も
、　
一
八
七

一
年
時
点
で
関
税
同
盟
未
加
盟
で
あ

っ
た
自

由
市

ハ
ン
ブ

ル
ク
、
プ

レ
ー
メ
ン
は
例
外
）

関
税
同
盟
を
論
ず
る
際
、
我
々
は
ま
ず
、
そ
の

″
前
史
″
を
ひ
も
解
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
区
分
の
第

一
の
時
期
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
関
税
同
盟
は

一
八
三
四
年
に
突
如
と
し
て
成
立
し
た
の
で
は

な
い
。

関
税
改
革
を
断
行
し
た
プ

ロ
イ
セ
ン
及
び
諸
邦
が
、
各
々
プ

ロ
イ
セ
ン
と

の
間
で
個
別

に
関
税
協
定
を
締
結

（
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
、
と
表
現
す
る

方
が
よ
り
適
切
で
あ

る

が
）
、
さ
ら
に
複
数
の
関
税
協
定
が
統
合
さ
れ
て
関

（
注
１３
）

税
同
盟
へ
と
発
展
す
る
の
で
あ
る
。

一
八

一
八
年
の
プ

ロ
イ
セ
ン
の

「
関
税
法
」
は
、
前
年

一
八

一
七
年

一
月

一
四
日
、　
時
の
大
蔵
大
臣
ビ
ュ
ロ
ー

（ｒ
ａ
ユ
”
『
■
＆
Ｌ
ｏｒ
く
寿
絆ｏ
【
く
８

”
Ｌ
ｏ
ｌ
）
が
国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
三
世

（”
口．＆
●．ｏ，
ョ
〒

Ｆ
一日

自
）

に
提
出
し
た
、
間
接
税
を
中
心
と
し
た
税
制
改
革
法
草
案
の
う

ち
、

「外
国
商
品

へ
の
課
税
」
に
関
す
る
部
分
が
法
制
化
さ
れ
た
も
の
で
あ

（注
１４
）

フ
一

．特
色
と
し
て
は
―
―

①
対
内
的
に
は
、
六
七
種
の
異
な
っ
た
関
税
率
を
撤
廃
し
、
関
税
統

一
を
実

現
し
、
国
内
市
場
の
外
枠
が
形
成
さ
れ
た
。

②
対
外
的
に
は

「
貿
易
の
自
由
」

（口
，
乱
ｏ
〓
『ｏ
計
ｏ
〓
）

の
原
則
を
貫
き
、

中
程
度
の
国
境
関
税
を
設
定
し
、
財
政
収
入
を
確
保
し
た
。

③
プ

ロ
イ
セ
ン
関
税
法
の
関
税
率
が
関
税
同
盟
の
そ
れ
に
採
用
さ
れ
る
こ
と

（注
１５
）

と

な

る

。

こ
の
法
律
は
マ
ー
セ
ン

（〓
８
∽８
じ
　
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
、
平
均
約

一

（
注
１６
）

〇
％
の
従
価
関
税
は

「
測
り
知
れ
ぬ
ほ
ど
賢
明
、
か
つ
最
も
科
学
的
」
と
の

評
価
も
あ
る
が
、
実
際
は
プ

ロ
イ
セ
ン
の
国
益
、
そ
し
て
ユ
ン
カ
ー
の
利
害

（
注
１７
）

を
反
映
す
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

一
般
に
重
商
主
義
的
経
済
政
策
が
と
ら
れ
て
い
た
当
時
の
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に

あ
っ
て
、
異
例
と
も
言
え
る
自
由
主
義
的
関
税
政
策
で
あ

っ
た
の
だ
が
、
こ
　

・

の
裏
に
は
、
②
保
護
関
税
を
主
張
す
る
製
造
業
者
の
利
害
、
④
自
由
貿
易
を
　
５

指
向
す
る
ユ
ン
カ
ー
及
び

ハ
ン
ザ
都
市
商
人
の
利
害
、
そ
し
て
⑫
自
由
通
商

　

一

に
よ
る
税
収
増
大
を
は
か
ろ
う
と
す
る
、
プ

ロ
ィ
セ
ン
政
府
の
財
政
的
利
害

が
交
錯
し
合

っ
て
い
た
。

結
局
、
調
停
的
な
、
第
二
の
財
政
的
利
害
に
落
ち
つ
い
た
が
、
内
容
的
に

は
、

ユ
ン
カ
ー
の
利
害
が
強
く
考
慮
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

課
税
の
内
容
は
お
お
む
ね
、
次
の
様
で
あ

っ
た
。

通
貨
が
多
種
類
の
為
、
価
格
の
統

一
表
示
が
困
難
で
あ

っ
た
と
い
う
理
由

か
ら
、

「従
量
関
税
」
と
決
定
し
た
。

原
料
は
、
原
則
と
し
て
無
税
で
輸
入
。

製
造
品
は
、
従
価
換
算
約

一
〇
％
の
課
税
。



植
民
地
商
品
及
び
、
プ

ロ
イ
セ
ン
領
内
を
通
過
す
る
商
品
に
対
す
る
通
過

関
税
は
、

「
財
源
確
保
」
の
為
、
比
較
的
高
率
で
あ

っ
た
。

結
果
と
し
て
従
量
税
は
、
重
量
少
な
く
、
良
質
の
イ
ギ
リ
ス
製
品
に
と
っ

て
有
利
に
作
用
し
、
反
対
に
粗
悪
、
か
つ
重
量
多
き
ド
イ
ツ
製
品
に
対
し
て

（
注
１８
）

は
不
利
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

０

で
は
、
他
の
ド
イ
ツ
諸
邦
は
如
何
な
る
対
応
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

主
な
も
の
に
関
し
て
検
討
し
た
い
。

外
国
に
対
し
て
は
自
由
貿
易
的
、
ド
イ
ツ
諸
邦
に
対
し
て
は
保
護
貿
易
的

機
能
を
有
し
た
プ

ロ
イ
セ
ン
関
税
法
は
、
ま
た
た
く
間
に
諸
邦
の
反
発
を
招

い
た
。

わ
け
て
も
不
満
は

「財
政
的
考
慮
か
ら
設
け
ら
れ
た
高
い
通
過
関
税
と
、

（
注
１９
）

密
輸
を
不
可
能
に
す
る
程
厳
格
な
プ

ロ
イ
セ
ン
の
関
税
徴
収
業
務
」
に
向
け

ら
れ
た
。

西
南
ド
イ
ツ
諸
邦
の
間
で
は
政
府
ベ
ー
ス
の
話
し
合
い
が
幾

度

も

も
た

れ
、
対
策
を
検
討
し
た
。

カ
ー
ル
ス
バ
ー
ト
閣
僚
会
議

（
一
八

一
九

・
八
月
）
ゃ
ウ
イ
ー
ン
で
の
閣

僚
会
議

（̈
一
八

一
九

・
十

一
月
２

一
八
二
〇

・
六
月
）
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

バ
ー
デ
ン
、

ヘ
ッ
セ
ン

・
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
ナ
ッ
サ
ウ
、
バ
イ
エ
ル

ン
、
ヴ

ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
が
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

諸
邦
は

「
全
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
」

へ
の
足
が
か
り
と
し
た
い
と
の
大
い
な

る
期
待
を
抱
い
て
会
議
に
臨
ん
で
い
た
。

元
来
、
南
北
ド
イ
ツ
は
、
地
理
的
、
宗
教
的
、
ま
た
産
業
構
造
の
違
い
か

ら
、
何
事
に
つ
け
て
も
対
立
関
係
に
あ

っ
た
。

し
か
し
、
期
待
も
む
な
し
く
、
ラ
イ
ン
川
沿
岸
の
小
国
バ
ー
デ
ン
、　
ヘ
ッ

セ
ン

・
グ

ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
ナ
ッ
サ
ウ
と
、
南
ド
イ
ツ
の
二
領
邦
バ
イ
エ

ル
ン
、
ヴ

ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
と
の
間
に
、
決
定
的
な
意
見
の
相
違
が
確
認
さ

れ
た
。

バ
ー
デ
ン
等
三
邦
は
、
中
継
商
業
の
為
に
国
境
を
開
放
し
、
低
い
輸
入
税

を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
南
ド
イ
ツ
ニ
邦
は
、
自
由
貿
易
に
は
関
心
を
示
さ

　

一

ず
、
高
い
輸
入
税
を
取
り
入
れ
た
共
同
の
国
境
関
税
制
度
を
有
す
る
独
自
の
　

６

（注
２０
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

関
税
同
盟
を
主
張
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ヘ
ッ
セ
ン
代
表
デ

ュ
・
テ
ィ
ル

（
∪
‘
↓
〓
】）
や
バ
ー
デ
ン
の
ネ
ベ
ニ
ウ

ス

（パ
Ｒ
】
”
ュ
＆
浄
ｒ

Ｚ
ｏ
Ｆ
ュ
５
）
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歩
み
寄

り
の
見
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
南
ド
イ
ツ
と
ラ
イ
ン
沿
岸
小
邦
と
の
合
同
関
税
同
盟

（
注
２１
）

は
実
現
し
な
か
っ
た
。

バ
イ
エ
ル
ン
、
ヴ

ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
二
邦
は
、　
一
八
二
八
年

一
月

「
南

ド
イ
ツ
関
税
同
盟
」
を
形
成
し
た
。

時
期
が
前
後
す
る
が
、　
一
八
二
〇
年
代
、
こ
と
に

一
八

二
五
年

モ
ッ
ツ

（
『
Ｌ
＆

Ｌ
Ｏ
ｒ

Ｏ
軍

●

ド

●

＞

鮎
Ｏ
ぼ

ｒ

６

●

〓

Ｏ
Ｓ
）

が

プ

ロ

イ

セ

ン

の

大

蔵

大

臣
に
就
任
し
て
以
来
、
全
ド
イ
ツ
諸
邦
を
包
含
す
る
関
税
同
盟
結
成
に
向
け



て
隣
邦

へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
が
開
始
さ
れ
た
。

一
方
、
中

・
南
部
ド
イ
ツ
諸
邦
で
も
こ
れ
に
対
抗
し
て
独
自
の
関
税
同
盟

を
結
成
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

（
注
２２
）

次
に
、
ご
く
大
ざ

っ
ぱ
に
各
関
税
同
盟
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。

ｎ
南
ド
イ
ツ
関
税
同
盟

（
バ
イ
エ
ル
ン
＝
ヴ

ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
間

・
一
八
二

八
年

一
月

一
八
日
成
立
）

西
南
ド
イ
ツ
諸
邦
に
よ
る
統
合
関
税

へ
の
試
み
が
失

敗

し

た
こ
と
に
よ

り
、
利
害
を
等
し
く
す
る
バ
イ
エ
ル
ン
、
ヴ

ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
間
で
締
結

さ
れ
た
。

両
国
間
の
国
境
関
税
を
廃
止
、
同
盟
外
諸
邦
と
の
間
の
国
境
で
関
税
を
徴

収
。

合
同
関
税
収
入
は
人
口
に
比
例
し
て
配
分
、
等
が
主
た
る
内
容
で
あ
る
。

国
北
ド
イ
ツ
関
税
同
盟

（
プ

ロ
イ
セ
ン
＝
ヘ
ッ
セ
ン
間

・
一
八
二
八
年
二
月

一
四
日
成
立
）

人
口
の
九
割
が
農
民
で
あ
る
農
業
国

ヘ
ッ
セ
ン

・
ダ

ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
も

他
邦
同
様
、
プ

ロ
イ
セ
ン
関
税
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

わ
ず
か
な
る
工
業
も
、
そ
の
販
路
が
プ

ロ
イ
セ
ン
で
あ

っ
た
為
に
製
造
品

に
対
す
る
高
関
税
は
死
活
問
題
で
あ

っ
た
。
困
窮
を
訴
え
る
声
は
あ
と
を

た
た
ず
、　
マ
イ
ン
ツ
の
商
人
は

「
も
は
や
こ
れ
以
上
プ

ロ
イ
セ
ン
の
関
税

を
負
担
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
言
明
し
、
ビ
ン
ゲ
ン
の
ぶ
ど
う
酒
商

人
は

「
暮
し
が
豊
か
で
、
ぶ
ど
う
酒
が
三
倍
も
の
高
値
で
売
れ
る
対
岸
の

プ

ロ
イ
セ
ン
領
に
移
住
し
た
」
と
い
う
例
か
ら
も
そ
の
影
響
大
な
る
こ
と

（注
２３
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

が
充
分
に
う
か
が
い
知
れ
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
、

一
八
二
四
年
、

ヘ
ッ
セ
ン
は
輸
入
関
税

″中
程
度
″
の
自
主
関
税
を
設
定

（
注
２４
）

（従
量
税
）
し
た
が
、
効
果
は
期
待
出
来
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
ヴ

ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
か
ら
関
税
、
通
商
条
約

へ

の
誘
い
も
あ

っ
た
が
、
か
く
の
如
き
せ

っ
ば
つ
ま
っ
た
窮
状
の
も
と
で
宰

相
デ

ュ
・
テ
ィ
ル
が
選
択
し
た
道
は

「
プ

ロ
イ
セ
ン
ヘ
の
接
近
」
で
あ

っ

（
注
２５
）

た
。

南
ド
イ
ツ
と
結
ぶ
よ
り
、
プ

ロ
イ
セ
ン
の
方
が
有
利
で
あ
ろ
う
と
の
判
断

　

一

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７

交
渉
の
過
程
は
割
愛
す
る
が
、

ヘ
ッ
セ
ン
側
の

「本
心
は
関
税
の
自
主
管

　

¨

理
を
保
障
し
た
同
盟
と
し
た
い
が
、
認
め
ら
れ
ぬ
な
ら
、
通
商
条
約
で
も

や
む
を
え
な
い
」
と
し
た
二
段
構
え
の
心
づ
も
り
も
、
プ

ロ
イ
セ
ン
側
の

譲
歩
に
よ
っ
て
、
個
別
の
関
税
管
理
を
伴

っ
た
完
全
な
関
税
同
盟
と
し
て

成
立
し
た
。

以
上
の
如
く

「
対
等
な
資
格
」
で
締
結
さ
れ
、
小
邦

ヘ
ッ
セ
ン
に
対
し
、

財
政
的
に
は
多
少
の
不
利
益
に
も
目
を
つ
ぶ
っ
た
プ

ロ
イ
セ
ン
だ
が

″
あ

の
″

一
八

一
八
年
の
関
税
率
だ
け
は
決
し
て
譲
歩
し
な
か
っ
た
。

そ
の
税
率
が
ユ
ン
カ
ー
利
害
を
反
映
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

ろ
う
。



０
中
部
ド
イ
ツ
通
商
同
盟

（
ザ
ク
セ
ン
、　
ハ
ノ
ー
バ
ー
、
ク
ア
ヘ
ッ
セ
ン
、

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ヒ
、
ナ
ッ
サ
ウ
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン

。
一
八
二
八

年
九
月
二
四
日
成
立
）

南
北
二
つ
の
関
税
同
盟
の
成
立
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
約
六
五
％

（
除

・

オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
を
包
合
す
る
二
つ
の
広
大
な
共
同
市
場

が
形

成

さ
れ

た
。
由
…

北
部
諸
邦
は
次
第
に
通
商
路
が
せ
ば
め
ら
れ
て
ゆ
く
現
状
を
黙

視
し
え
ず
、
急
き
ょ
同
盟
を
結
成
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
商
品
の
中
継
貿
易
の
為
の
通
商
路
を
、
プ
ロ
イ
セ
ン
関
税
領
域

外
に
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
他
の
関
税
同
盟
に
加
入
せ
ぬ
こ
と
を
義

務
づ
け
て
い
た
。

だ
が
プ

ロ
イ
セ
ン
と
の

「
道
路
戦
争
」
（∽
暉
島
ｏ
詳
Ｌ
ｏ∞
）
に
敗
れ
る
に
お

よ
び
、
ま
た
南
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
が

一
八
二
九
年
以
降
急
速
に
北
ド
イ
ツ

（
注
２６
）

関
税
同
盟
に
接
近
し
た
こ
と
と
も
相
ま
っ
て
、
同
盟
機
能
も
発
揮
し
え
な

‐　

　

　

‐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
２７
）

く
な
り
、　
一
八
三
四
年
の
ド
イ
ツ
関
税
同
盟

へ
と
至
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
ご
く
簡
略
に
各
関
税
同
盟
成
立
の
い
き
さ
つ
を
概
観
し
た
が
、

こ
こ
で
我
々
は
従
来
の
認
識
を
改
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、

「
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
」
が
、
そ
の
名
称
か
ら
受
け
る
保
護
主

義
的

ニ
ュ
ア
ン
ス
、
そ
し
て
国
民
総
意
の
結
実
で
あ
る
、
な
ど
の
伝
説
的
な

見
解
は
単
な
る
美
談
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。

民
衆
運
動
は
、
関
税
同
盟
の
設
立
に

一
切
関
わ

っ
て
い
な
い
。

小
邦

の
劣
悪
な
財
政
状
況
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
必
然
性

の
産
物
な
の
で

あ
る
。

ま
た
、
リ
ス
ト
が
提
唱
し
た
関
税
同
盟
構
想
と
も
全
く
異
質
の
も
の
で
あ

（
注
２８
）

る

こ

と

も

…

…

。

と
は
言
え
、
感
情
論
の
み
で
我
々
は
、
関
税
同
盟
を
過
大
あ
る
い
は
過
少

評
価
し
て
は
な
ら
な
い
。

そ
し
て
次
の
諸
点
を
冷
静
に
認
め
る
必
要
が
あ
る
。

（
注
”
）

①
領
邦
内
関
税
を
撤
廃
し
、
統

一
関
税
を
設
定
し
た
。

②
従
価

一
〇
％
で
は
あ
る
も
の
の
、
と
も
か
く
も
、
関
税
壁
を
設
定
し
た
。

（
一
〇
％
は
低
率
で
あ
ろ
う
が
、
従
量
関
税
率
に
よ
っ
て
生
ず
る
ス
ラ
イ

　

・

デ
ィ
ン
グ
ス
ケ
ー
ル
効
果
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
８

③
因
果
関
係
は
さ
て
お
き
、　
一
八
四
〇
年
代
に
ド
イ
ツ
は
産
業
革
命
を
迎
え

　

一

る
と
い
う
事
実
。

〔お

わ

り

に
〕

筆
者
は

「
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
」
の
性
格
を
、
そ
の
成
立
に
至
る
ま
で
の
複

雑
な
経
緯
に
焦
点
を
あ
て
つ
つ
考
察
し
て
き
た
。

何
分
、
浅
学
非
才
の
為
、　
″客
観
性
に
欠
け
る
、
説
得
力
が
な
い
″
等
々

の
諸
先
学
の
御
批
判
を
甘
受
し
た
い
。

最
後
に
、
筆
者
な
り
の

″
関
税
同
盟
論
″
を
も
っ
て
ま
と
め
と
し
た
い
。



（若
千
、
前
述
の
内
容
と
重
複
す
る
）

現
段
階
に
お
い
て
確
信
し
得
る
こ
と
は
、
我
々
が
今
ま
で
信
じ
て
い
た
通

説

（
伝
説
的
と
も
言
え
る
が
）
を
改
め
る
必

要

が

あ

る
、
と
い
う
点
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
「関
税
同
盟
は
、
Ｆ
・リ
ス
ト
の
提
唱
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、

そ
の
統

一
的
な
国
境
関
税
は
、
国
内
産
業
を
保
護
育
成
す
る
に
足
る
保
護
関

税
で
あ

っ
た
」
と
の
誤

っ
た
理
解
を
で
あ
る
。

リ
ス
ト
は
確
か
に
保
護
関
税
を
主
張
し
た
。
そ
れ
は
、
産
業
後
進
地
域
で

あ
る
南
ド
イ
ツ
プ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
の
利
害
の
代
弁
者
で
あ
っ
た
か
ら
。

し
か
し
、
彼
の
理
想
は
関
税
同
盟
に
は
体
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、

一
八

一
八
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
関
税
法
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。こ

の
関
税
法
こ
そ
、
プ

ロ
イ
セ
ン
政
府
の
国
庫
的
利
害

（
＝
プ

ロ
イ
セ
ン

官
僚
の
利
害
）
と
東
部

ユ
ン
カ
ー
の
利
害
と
の
結
合
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
の

で
あ
る
。
関
税
同
盟
成
立
以
前
に
、
経
済
的
分
裂
を
嘆
い
て
、
ド
イ
ツ
国
内

産
業
の
瀕
死
の
様
を
人
体
の
血
管
に
た
と
え
た
あ
の
有
名
な
主
張
は
、
同
盟

成
立
に
よ

っ
て
解
決
は
し
た
―
―
だ
が
そ
れ
は

「
分
裂
」
と
い
う
点
に
関
し

て
の
み
リ
ス
ト
の
主
張
が
満
た
さ
れ
た
。

内
容
は
む
し
ろ

「自
由
貿
易
的
」
と
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

リ
ス
ト
は
単
に
経
済
的
統

一
の

″気
運
″
を
高
め
る
に
と
ど
ま

っ
た
の
で

あ
る
。

次
に
筆
者
は
、
関
税
同
盟

（特
に
税
率
）
に
関
し
て

「断
定
的
評
価
」
は

出
来
な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。
従
価
換
算
、
平
均

一
〇
％
の
関

税

率

は

「自
由
貿
易
的
性
格
」
と
は
言
え
る
も
の
の

「
自
由
貿
易
」
と
は
断
言
し
得

な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
産
業
に
乏
し
い
南
ド
イ
ツ
の
工
場
主
に
は

「自
由
主
義
」
と

映
ろ
う
し
、
自
由
貿
易
を
望
む

ハ
ン
ザ
諸
都
市
の
商
人
た
ち
は
「
保
護
主
義
」

と
捉
え
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
関
税
同
盟
が

「
自
由
主
義
的
」
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り

で
あ
る
が
、
で
は
、
同
盟
成
立
以
前
は
保
護
主
義
で
あ
っ
た
の
か
？
　
も
っ

と
も
な
疑
間
で
あ
る
。

絶
対
王
政
下
の
関
税
政
策
は
、
当
該
国
の
貿
易
政
策
、
産
業
発
展
度
等
に

　

・

よ
り
異
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
財
政
関
税
的
傾
向
が
顕
著
で
、
保
護
主
　
９

義
的
な
性
格
は
希
薄
で
あ

っ
た
。
実
際
、
保
護
貿
易
政
策

へ
転

換

す
る
の
　

一

は
、
名
誉
革
命
以
後
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
後
進
国
の
低
賃

金
競
争
に
対
抗
す
る
為
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
プ

ロ
イ
セ
ン

・
ド
イ
ツ
の
関
税
政
策
は
、
国
内
産
業
の
未

成
熟
ゆ
え
に
保
護
主
義
で
あ

っ
た
と
す
る
の
が
通
俗
的
見
解
で
あ
る
が
、
統

一
国
境
関
税
が
存
在
し
な
か
っ
た
以
上
、
実
証
は
困
難
だ
。

プ

ロ
イ
セ
ン
自
体
、
領
上
の
寄
せ
集
め
で
あ
り
、
政
治
的
分
裂
と
経
済
的

不
統

一
は
、
む
し
ろ
外
国
商
品
に
と
っ
て
は
好
都
合
で
あ
り
、
そ
の

「
す
き

間
」
を
通
り
抜
け
て
、
ド
イ
ツ
内
部
深
く
入
り
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
、
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



す
で
に
紹
介
し
た

「
…
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
は
、
ド
イ
ツ
に

公
開
さ
れ
た
市
場
を
有
す
る
」
と
い
う
ラ
イ
ン
の

一
工
場
主
の
言
葉
か
ら
も

裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

要
す
る
に
関
税
同
盟
前
に
お
い
て
は
、
形
式
的
に
は
保
護
主
義
、
実
際
は

自
由
主
義
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

従
価
換
算

一
〇
％
の
関
税
率
も
、
表
面
上
は
自
由
貿
易
的
色
合
い
が
濃
い

が
、

「従
量
関
税
」
で
あ

っ
た
点
に
着
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち

「
一
八
二
〇
年
代
に
入
る
と
イ
ギ
リ
ス
の
技
術

発

展

に
伴
な

い
、
ま
た
競
争
の
激
化
と
も
相
ま

っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
製
品
の
価

格

が
下
落

（
注
３０
）

し
、
あ
る
物
は
従
価
換
算
八
〇
％
も
の
高
関
税
を
支
払
う
結
果
と
な
っ
た
」

事
実
を
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

（
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

・
ス
ケ
ー
ル
）

当
初
意
図
し
な
か
っ
た
保
護
効
果
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
貿
易
継
続
を
望
ん
だ
ユ
ン
カ
ー
及
び
農
場
主
ら
の

利
害
が
プ

ロ
イ
セ
ン
関
税
法
に
反
映
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
も
、
今
後
再

検
討
を
要
し
よ
う
。

な
ぜ
な
ら
、　
一
九
世
紀
初
頭
は
尚
も
歴
然
と
し
て
穀
物
法
が
存
在
し
て
お

り
、　
一
八
二
八
年
ま
で
は
完
全
に
穀
物
輸
入
を
禁
止
、　
一
八
四
六
年
ま
で
は

輸
入
制
限
を
行
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
を
含
め
て
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
大
部
分
、
保
護
貿
易

主
義
に
立
脚
し
て
い
た
。

少
な
く
と
も
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
、
あ
の
目
先
の
き
く
ユ
ン

カ

ー

た
ち

が
、
彼
ら
の
最
大
の
関
心
事
と
し
た
穀
物
に
関
し
て
、
自
由
貿
易
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
た
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
関
税
同
盟
を

一
概
に

「自
由
主
義
的
内
容
」

と
も
言
い
が
た
い
の
で
は
な
い
か
。

「
お
わ
り
に
」
の
冒
頭
で
述
べ
た

〃
断
定
的
判
断
″

へ
の
警
告
も
、
以
上

の
如
き
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

関
税
同
盟
を
掘
り
下
げ
れ
ば
掘
り
下
げ
る
程
、
そ
の
内
容
が
複
雑
、
多
様

で
あ
る
こ
と
に
改
め
て
驚
く
と
共
に
、
時
期
に
よ
り
又
、
産
業
発
展
度
に
よ

っ
て
微
妙
に
そ
の
性
格
を
変
え
て
ゆ
く

「姿
」
に
尽
き
せ
ぬ
興
味
を
お
ぼ
え

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

今
後
は
、

ユ
ン
カ
ー
及
び
、
も
は
や
無
視
し
得
な
く
な

っ
た
市
民
勢
力
の
　

１０

影
響
等
に
検
討
を
加
え
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

さ
ら
に
国
内
交
通
網
の
整
備
と
関
税
同
盟
と
の
関
わ
り
も
重
要
な
研
究
テ

ー

マ
と
な
ろ
う
。

注

（
１
）
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
史
家
ク
ラ
パ
ム

（｝

ェ
・
Ｏ
Ｆ
〓
●
日
）
も
、
ド
イ
ツ
の
テ

イ
ク

・
オ
フ
の
事
実
の
す
べ
て
を

「
関
税
同
盟
」
の
成
果
で
あ
る
、
と
捉
え
る

こ
と
の
批
判
を
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「
一
八
三
五
年
頃
か
ら
あ
ら
わ
れ
、　
一
八
四
五
年
頃
か
ら
顕
著
と
な
っ
た
ド

イ
ツ
エ
業
発
展
の
加
速
は
、
確
か
に

一
八
三
四
年
の
関
税
同
盟
の
設
立
と
関
係

が
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
ど
れ
だ
け
が
関
税
同
盟
に
、
道
路
に
、
鉄
道
に
、
あ
る

い
は
関
税
が
止
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
知
識
の
普
及
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の



か
は
確
定
で
き
な
い
。
そ
の
後
の
数
々
の
出
来
事
は
関
税
同
盟
な
し
で
も
起
こ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（中
略
）
人
々
は
し
ば
し
ば
、
関
税
同
盟
が
大
き
な
政

治
的
意
味
を
有
し
て
い
た
が
た
め
に
、
本
来
、
関
税
同
盟
が
真
の
原
因
で
は
な

か
っ
た
よ
う
な
経
済
的
結
果
を
関
税
同
盟
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
。
関
税
同
盟

の
後
に
起
こ
っ
た
、
ゆ
え
に
関
税
同
盟
に
よ
る
も
の
で
あ
る
、
と
。

ド
イ
ツ
は

一
八
二
五
年
頃
発
展
し
始
め
た
。　
一
八
三
四
年
の
出
来
事
が
そ
の

発
展
を
導
い
た
の
で
あ
る
、
と
。
こ
う
い
っ
た
誤
っ
た
議
論
は
受
け
入
れ
ら
れ

や
す
い
。
確
か
に

一
八
三
四
年
の
出
来
事
は
発
展
の
原
因
で
は
あ
っ
た
ろ
う
。

だ
が
、
そ
れ
は
多
く
の
原
因
の
単
な
る

一
つ
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
力
を
お
し
測
る

こ
と
は
出
来
な
い
」

（｝

口
・
０
ご
０
デ
”
ヨ

　̈
”
００
日
０
日
一０　
∪
０
く
０
】０
０
日
０
●
”　
０
」

「
【”
●
００
　
”
０
ヽ

の
ｏ
・８
・
・
К
”∞
”い
―
占
０
い，
０
“
ヨ
げ
Ｌ
ヽ
∞
０
）
卜Φ
一
Ｆ

Ｏ
ｂ
ｏ
ｌ
‐Φ
ド
）

（
２
）
厳
密
に
は
、
賦
役
労
働
に
立
脚
す
る
グ
ー
ツ
ヘ
ル
と
、
賃
金
労
働
を
基
盤
と

す
る
ユ
ン
カ
ー
と
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
多
く
の
論
文
に
お
い
て
こ

れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
３
）
安
藤
英
治

「十
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
と
資
本
主
義
」
（『
政
治
経
済

論
叢
』
Λ
成
嘆
大
∨
第
二
巻
第
四
号
、
四
十
九
頁
）

（
４
）
安
藤
、
前
掲
論
文
、
四
十
九
頁
。

（
５
）
「
お
ヽ
ｏＬ
ｏ　
＞
●
∽〓
●
　
〇
”
∞
一
同
８
●
０
日
”０
」
０く
０
一０
●
ヨ
０●
け
０
」

”
日
０
【お
）

【Φ
ＮＯ
ψ　
Ｏ
・　
卜〇卜
・

（
６
）

こ
れ
は

一
八

一
九
年
、
リ
ス
ト

（っ
ｒ
∽”）
が

「
ド
ィ
ツ
商
工
業
協
会
」
の

代
表
と
し
て
、
連
邦
議
会
に
関
税
の
統

一
を
請
願
し
た
時
の
言
葉

で
あ
る
。

（
メ
「

∽

０
日

ｇ

諄

¨

∪

】
０

∪

Ｏ
Ｌ

８

す
０

く

Ｏ
Ｆ

∽
１

〓

あ

０
す
Ｒ

”

一
ヨ

」
Φ
』

，
Ｔ

，
“
●
』
０
ニ

●
●
０
　
一【口
　
″ヽ
“
喘“
●
的
　
ヽ
ｏ
∽　
Ｎ
Ｏ
・　
〕
”
デ
【ｒ
●
●
』
ｏ
●Ｆ
　
μ〇
一
い
　ヽ
”
ｏ
【〓
●
・　
∽
・　
０
，

（
７
）

松
田
智
雄

『
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
基
礎
研
究
』
昭
４４
、
九
十
七
頁
。

（
８
）
安
藤
、
前
掲
論
文
、
四
十
七
頁
。

（
９
）
∽
０
日
げ
”
”絆
¨
ヽ
・
”
・
Ｏ
・
∽
・
∞
¨

（
１０
）
だ
が
、
当
時
に
あ
っ
て
は
関
税
同
盟

（む
ろ
ん

一
八

一
八
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン

関
税
法
も
そ
う
で
あ
る
が
）
結
成
の
目
的
が
商
業
政
策
よ
り
も
財
政
政
策
に
あ

っ
た
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

フ
イ
ッ
シ
ャ
ー
も

「
初
期
十
九
世
紀
に
お
い
て
は
、
経
済
政
策
は
す
べ
て
本

質
的
に
は
通
商
政
策

（口
”
巳
ｏ
″
つ
ｏ
Ｆ
寿
）

で
ぁ
り
、
財
政
政
策
は
す
べ
て
、

本
質
的
に
歳
入
第

一
主
義
的
な
方
向
の
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
関
税
や
、
内
国

消
費
税
収
入
に
関
す
る
何
ら
か
の
政
策
は
、
国
内
産
業
の
保
護
な
ど
の
た
め
よ

り
も
は
る
か
に
、
財
政
的
側
面
の
方
が
重
要
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

一
般
的
に
言
え
ば
、　
一
九
世
紀
に
は
関
税
政
策
は
本
質
的
に
財
政
政
策
の
事

柄
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
十
世
紀
に
入
る
と
よ
う
や
く
商
業
政
策
の
範
疇
と

な
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（メ
、・
”
”∽ｏす
ｏ【
一
〇
ё
く
ｏ【【●
ｏ●
一　
＞
ｏ
■
く
〓
ヽ
　
●
口
ヽ
　
Ｈ●
ヽ
‘
一゙■̈
●
〓
Ｎ”
Ｌ
。
．
　
】．

Ｏ
ｏ■
●
“
●
Ч
〈
【∞
いい
，―
ヽ
〇
〉
ｒ
ｏ
●
」
ｏ
Ｐ

Ｈｏ
Ｏ
Ｐ

，

０
「
Ｙ

一
八

一
八
年
以
前
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
み
で
六
七
種
の
異
な
っ
た
関
税
表
が
存

在
し
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
が
産
業
発
展

を
阻
害

し
、
交
易
を
さ
ま
た

げ
、
結
果
的
に
密
輸
が
公
然
と
行
な
わ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
が

改
革
に
着
手
し
な
か
っ
た
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
そ
れ
が
重
要
な
財
源
で

あ
っ
た
為
で
あ
る
。

実
際
、
改
革
前
に
お
い
て
プ
ロ
イ
セ
ン
の
歳
入
の
う
ち

「関
税
、
消
費
税
の

占
め
る
割
合
は
三
七

・
七
％
、
に
達
し
地
租
、
王
領
地
、
王
領
林
収
入
の
合
計

と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。

（諸
田
実

『
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
の
成
立
』
昭
４９
、
十

一
頁
）

（
ｎ
）
ノミ
・
『
一∽ｏす
ｏ【
¨
↓
す
ｏ
Ｏ
ｏ
【「
５
ｏ
Ｎ
ｏ
〓
く
ｏヽ
ｏ
】Ｐ

＞
・
０
”
り。
∽
一●
“
】

．̈
。
．
‐゙

一ｏ
一●
∽
【】●
一ｏ
●
こ
　
●̈
¨
Ｈ（
Ч
″
】ｏ
・゙　
コヽ
Ｏ
ｒ
　
μ”
・　
ドゆ
ＯＯ
）
０
・
い
０
・

「
関
税
同
盟
」
の
名
称
を
冠
す
る
同
盟
は
ド
イ
ツ
諸
邦
間
に
い
く
つ
も
結
ば
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れ
た
が
、　
一
八
三
四
年
、
プ
ロ
イ
セ
ン
を
中
心
と
す
る

一
八
邦
間
に
成
立
し
た

同
盟
を
特
に

「
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
」
と
言
う
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
こ
の
同
盟
を

＾
，
ｏ
Ｎ
ｏ
〓
く
ｏ
お
〓

官
ｏ
「
ｏ
Ｌ

「
関
税
同
盟

一
般
」
を

《０，
８
日
∽
●
ュ
０
●
〓

∞
８
ｏ
Ｓ
、

と
区
別
し
て
い
る
。

（
１２
）
正
式
に
は

「
外
国
商
品
の
関
税
お
よ
び
、
消
費
税
な
ら
び
に
国
内
諸
州
間
の

通
商
に
関
す
る
法
律
」
と
い
う
。

（
１３
）

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
も

「
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
は
、
あ
る
特
定
の
時
点
に
設
立
さ
れ

た

一
つ
の
機
関
で
は
な
く
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て
締
結
さ
れ
た
百
以
上
の
協
定

の
集
合
体
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

日
一ｌｏｏす
ｏ”
¨
Ｐげ
一０
こ
　
ｏ
・　
００
・　
ｏ
も
・
『
トー
‐ヽ
い
・

尚
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
百
以
上
も
の
領
邦
間
の
協
定
を
六
種
類
に
大
別
し
て

い
る
。

①

一
大
国
と

一
飛
地
間
の
協
定

（
例
、
プ
ロ
イ
セ
ン
領
内
に
あ
る
他
国
の
飛
地

が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
関
税
制
度
を
採
用
）

②

一
大
国
と

一
小
国
間
の
協
定

（
例
、
プ
ロ
イ
セ
ン
＝
ヘ
ッ
セ
ン
関

税
同
盟

∧

一
八
二
八
年
Ｖ
な
ど
）

③

一
大
国
と

一
中
国
間
の
協
定

（
例
、
バ
イ
エ
ル
ン
ーー
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
関

税
同
盟
Λ

一
八
二
八
年
∨
）

④

一
大
国
と
複
数
の
小
国
間
の
協
定

（
例
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
諸
邦
が
プ
ロ
イ

セ
ン
関
税
制
度
を
採
用
）

⑤
複
数
の
関
税
同
盟
間
の
協
定

（
例
、
プ
ロ
イ
セ
ン
＝
ヘ
ッ
セ
ン
関

税
同
盟

と
、
バ
イ
エ
ル
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
関

税
同
盟
間
の
関
税
同
盟
条
約

／、
一
八
三
二
年
Ｖ
）

⑥

一
関
税
同
盟
と

一
国
家
（領
邦
）
と
の
協
定

（
例
、
ド
イ
ツ
関
税

同
盟
成
立

後
、
こ
れ
に
バ
ー
デ
ン
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ブ
レ
ー
メ
ン
等
が
加
盟
す
る

な
ど
）

（
１４
）
大
西
健
夫

「
プ
ロ
イ
セ
ン
関
税
政
策
の
展
開
」
（『社
会
経
済
史
学
』
第
３９
巻

第
２
号
所
収
、
昭
４８
年
、
二
八
―
三
〇
頁
参
照
）

（
１５
）

一
八

一
八
年
関
税
法
の
大
綱
は
既
に

一
八

一
三
年
に
完
成
し
て
い
た
。

以
下
、
大
西
健
夫
氏
の
前
掲
論
文
を
基
に
関
税
法
成
立
ま
で
の
過
程
を

一
瞥

す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

大
蔵
省
租
税
局
の
要
請
に
よ
っ
て
く
ｏ
げ
ｏＬ
（バ
０
日
日
】●∽Ｒ
ど
の露
”）
と

〓
”
Ч

（「
●
軍
辞
″
０
日
Ｆ
∽Ｒ
″
●）
の
両
者
が
、
外
国
製
造
品
に
対
す
る
消
費
税
を

「従

量
税
方
式
」
で
徴
税
す
る
方
法
を
検
討
し
た
。

一
八

一
三
年

一
〇
月
に
報
告
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
―

①
全
て
の
外
国
工
業
製
品
の
輸
入
を
適
度
な
課
税
を
し
た
上
で
許
可
し
た
い
。

理
由
は
、
国
王
が
外
国
と
の
自
由
貿
易
を
望
ん
で
お
り
、
ま
た
国
産
品
よ
り

優
れ
て
い
る
外
国
製
品
と
の
競
争
に
よ
っ
て
、
国
内
産
業
の
発
展
の
可
能
性

も
大
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

②
徴
税
方
法
と
し
て
は
、
従
来
の
よ
う
に
輸
入
商
品
の
価
格
を
査
定
し
、　
一
定

の
税
率
に
基
づ
き
課
税
す
る
従
価
方
式
を
と
れ
ば
、
査
定
手
続
事
務
の
煩
雑

さ
は
も
ち
ろ
ん
、
査
定
自
体
が
、
時
と
場
所
、
査
定
官
の
判
断
に
よ
っ
て
異

な
る
。
よ
っ
て
、
重
量
に
基
づ
き
、
自
動
的
に
税
額
が
算
出
し
得
る
も
の
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

③
最
も
適
切
な
関
税
率
は
、
従
価
換
算
で
八

・
三
％
位
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
検
討
を
も
と
に
し
て

一
八

一
六
年
九
月
、
大
蔵
大
臣
ビ
ュ
ロ
ー
の
名

で
、
新
関
税
制
度
の
原
案
が
東
部
諸
州
に
示
さ
れ
、
各
州
の
意
見
が
求
め
ら
れ

て
は
い
る
が
、
文
書
の
末
尾
に

「
以
上
の
諸
原
則
は
既
に
決
定
し
て
お
り
、
国

王
の
裁
可
が
あ
り
次
第
、
早
急
に
実
施
し
た
い
」
と
あ
り
、　
一
方
的
通
達
で
あ

る
と
の
感
が
強
い
。

東
部
諸
州
か
ら
の
要
求
に
関
し
て
は
若
干
の
見
直
し
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
西
部
諸
州
の
意
見
は
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
。
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ケ
ル
ン
商
人
ら
の
要
望
も

「
も
は
や
再
考
の
余
地
な
し
」
と
拒
ん
で
い
る
。

こ
う
し
て
、
出
来
上
が
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
関
税
法
の
主
な
内
容
は
、

①
す
べ
て
の
外
国
製
品
は
、
塩
と
ト
ラ
ン
プ

（
国
家
の
独
占
販
売
で
あ
っ
た
）

を
除
き
、
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
当
り
三
分
の
一
ラ
イ
ヒ
ス
・
タ
ー
ラ
ー
の
輸
入
税

を
も

っ
て
、
自
由
に
輸
入
が
可
能
。

②
輸
出
は
、
原
則
と
し
て
無
税
。

プ

ロ
イ
セ
ン
領
内
の
通
過
税
は
割
高
と
な
る
。

③
財
政
及
び
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
特
別
の
輸
入
税
、
輸
出
税
が
課
せ
ら
れ
る

七
六
品
目
に
つ
い
て
は
、
関
税
表
に
明
示
す
る
。

④
関
税
表
は
、
地
理
的
、
経
済
的
条
件
を
考
慮
し
、
東
部
七
州
、
西
部
三
州
異

な
る
も
の
を
定
め
る
、
等
々
で
あ
る
。

（
１６
）
Ｏ
Ｆ
●
す
●
ヨ
一
ｏ
や

ｏ
中，
●
・
Φ
゛
・

（
１７
）
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
の
ち
に
他
の
諸
邦
が
プ
ロ
イ
セ
ン
主
導
の
同

盟
に
加
入
し
、
こ
の
関
税
率
を
受
け
入
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
単
に
プ
ロ

イ
セ
ン
に
よ
る
強
引
さ
の
結
果
の
み
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

マ
ー
セ
ン
関
税
率
に
つ
い
て
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン

（■
・
〇
・
口
０乱
０あ
０
●
）

は

「
一
八

一
八
年
の
関
税
率
は
、
輸
入
税
が
低
す
ぎ
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
競
争
に

苦
闘
し
て
い
る
プ
ロ
イ
セ
ン
製
造
業
者
を
保
護
す
る
の
に
充
分
で
は
な
い
、
と

関
係
者
か
ら
非
難
さ
れ
た
。
だ
が
、
長
い
目
で
見
る
と
、
競
争
が
プ
ロ
イ
セ
ン

の
製
造
業
者
た
ち
を
刺
激
し
て
、
自
力
で
や
っ
て
ゅ
け
る
よ
う
な
努
力
を
さ
せ

た
。
実
際
、
す
べ
て
の
他
の
ド
イ
ツ
諸
邦
が
関
税
同
盟
に
加
入
し
、
関
税
率
を

受
け
入
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
関
税
率
を
批
判
し
た
者
た
ち
が
見
逃
し
た
長
所
を

持

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（口
ｏ
・
ヽ
ｏ
あ
ｏ
・
¨
↓
ｒ
ｏ
　
∽
●
”ｏ
　
”
●
“
　
，
ｏ
日●
ヽ
“
∽言
す
】
”
ｏく
ｏ
ご
Ｌ
ｏ
口
　
】●

り
”“
∽∽̈
Ｐ

Ｈ一卜〇
―
占
∞ヽ
〇
）
ｒ
イ
ｏ【ｏ
ｏ
ｏ
ど
卜∞
い∞
・
づ
・
０
卜）
・

（
１８
）
リ
ス
ト
は
驚
き
の
声
を
あ
げ
、　
一
八

一
九
年
連
邦
議
会
へ
請
願
書
を
提
出
し

た
。
「
こ
の
関
税
は
、　
一
見
し
た
と
こ
ろ
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
と
の
通
商
に
対

抗
す
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
ド
イ
ツ
国
内
と
の
通
商
に
対
抗
す
る
よ

う
に
見
え
た
。
税
率
は
重
量
に
従

っ
て
課
せ
ら
れ
る
。
だ
が
今
や
諸
外
国
が
精

巧
品
に
お
い
て
の
み
プ
ロ
イ
セ
ン
と
取
引
す
る
の
に
対
し
て
、
隣
接
せ
る
ド
イ

ツ
諸
邦
は
既
に
精
巧
品
生
産
を
イ
ギ
リ
ス
エ
業
に
よ
っ
て
衰
退
せ
し
め
ら
れ
て

お
り
、
多
く
は
た
だ
粗
悪
な
極
め
て
重
量
多
き
も
の
を
プ
ロ
イ
セ
ン
に
向
け
て

販
売
す
る
。
そ
の
為
、
外
国
が
支
払
う
関
税
は
約
六
％
程
度
で
あ
る
の
に
、
ド

イ
ツ
諸
邦
の
多
く
は
二
五
―
三
〇
％
、
い
や
、
し
ば
し
ば
五
〇
％
に
至
る
関
税

を
徴
収
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
公
然
た
る
輸
入
禁
止
に
等
し
い
。
仮
に
こ

の
関
税
法
が
存
続
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ド
イ
ツ
国
内
の
通
商
は
ま
っ
た
く
だ
め
に

な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

全
連
邦
を
含
む
統

一
的
関
税
線
の
設
定
の
み
が
、
ド
イ
ツ
の
商
工
業
階
級
と

生
業
階
級

一
般
を
再
び
救
済
し
う
る
」
と
。

（松
田
智
雄
、
前
掲
書
、　
一
〇
〇
頁
）

中
、
南
部
ド
イ
ツ
商
工
業
者
の
利
害
を
代
弁
し
、

「
ド
イ
ツ
商
工
業
協
会
」

（
∪

ｏ
」

∪

ｏ
二

８

す
ｏ

国

営

」
ｏ
】
∽
Ｉ
Ｆ

Ｏ

ｏ
ｌ

９

げ
∽
く
ｏ
８

〓

）

を

組

織

し

て

い

た

リ

ス
ト
に
と
っ
て
は
堪
え
難
い
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
請
願
は
無
視
さ
れ
た
。

（
１９
）
諸
田
実
、
前
掲
書
、
八
二
頁
。

（
２０
）
例
え
ば
バ
ー
デ
ン
は
小
邦
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
理
的
特
殊
性

（長

大
な
国
境
線
を
有
す
る
）
の
為
、
国
境
管
理
に
金
が
か
か
り
、
結
果
と
し
て
密

貿
易
が
増
加
す
る
。
こ
れ
を
防
止
す
る
に
は
低
い
関
税
率
が
望
ま
し

い
。　
一

方
、
農
業
資
源
や
若
千
の
工
業
を
も
つ
バ
イ
ェ
ル
ン
は
高
率
保
護
関
税
を
有
利

と
し
た
。

（
２１
）
対
立
点
は
次
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。

⑦
関
税
率
と
そ
の
徴
税
方
法
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④
合
同
関
税
収
入
の
配
分
方
法

②
賛
否
決
定
の
際
の
投
票
方
法

⑦
に
つ
い
て
は
す
で
に
ふ
れ
た
。

④
に
つ
い
て
は
、
面
積
と
人
口
に
比
し
て
国
境
の
長
い
バ
ー
デ
ン
は
、
同
盟

外
の
国
と
接
す
る
国
境
の
長
さ
を
考
慮
す
べ
き
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
他
の

諸
邦
は
人
口
を
基
準
に
す
る
と
し
て
ま
と
ま
ら
ず
。

◎
に
つ
い
て
は
、
関
税
率
の
変
更
等
、
同
盟
内
の
議
案
は
多
数
決
を
も
つ
て

決
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
小
邦
は
各

一
票
を
持
つ
こ
と
を
望

み
、
バ
イ
エ
ル

ン
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
は
人
口
を
基
準
に
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

（
諸
田
実
、
前
掲
書
、
八
三
―
八
四
頁
参
照
）

尚
、
ネ
ベ
ニ
ウ
ス
は
、
究
極
的
に
は
ド
イ
ツ
国
内
の
全
関
税
の
撤
廃
、
さ
ら

に
連
邦
議
会
に
よ
っ
て
管
理
指
導
さ
れ
る
統

一
関
税
制
度
を
彼
自
身
の
プ
ラ
ン

と
し
て
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
諸
邦
の
軍
備
、
組
織
、
戦
争
勃
発
の

際
の
指
揮
を
も
中
央
統
治
機
構
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
る
べ
き
、
と
の
考
え
で
あ

っ
た
。
ヽ^
Ｎ
ｏ
〓
く
ｏお
〓
、
の
語
を
使
用
せ
ず
、
彼
は

・）〓
〓
護
マ
ｏ
■
●
３
８
∞
＾^
な

る
表
現
を
し
て
い
る
。

（
北
村
次

一
、

『
近
現
代
の
ド
イ
ツ
経
済
社
会
』
昭
５３
年
、
二
〇
―
二
一
頁

参
照
）
ネ
ベ
ニ
ウ
ス
は
、
バ
ー
デ
ン
大
蔵
省
の

一
官
吏

で
あ
る
が
、
彼
自
身
の
考

え
を

一
八

一
八
年
、
『
覚
え
書
』

（】ｈ
ド
日
０
キ
ヨ
∞
００

」
げ
０【
Ｌ
Ｏ
●

Ｎ
，
Ｓ
ａ

（〕
【ｏ
い
０
【̈
”，
●
●一ｏ●
り
【●
　
ｏ一，”
”●‘
二
”絆∽ｏ
〓
”
「絆〓
ｏ，
ｏ
【　
一Ｔ〓
●
φ】ｏ〓
，
Ｈ４
ｏげ
∽絆
ｏ
【●
ｏ●
】

Ｊ
、。
二
０
●
げ
。
【
∪
ｏ
●
ぉ
ｏ〓
”
・
一
∽
”
“
・１
，
ュ
置
ｏ
口
”
●
一
ｏ】ｏくｏ”，
営
言
一∽りｏド
）
と

し
て
著
わ
し
た
。

バ
ー
デ
ン
が
関
税
同
盟
に
加
盟
し
た
の
は

一
八
二
五
年
五
月
で
ぁ
る
。

加
盟
が
遅
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
と
の
商
業
上
の
対
立
及
び
、

そ
の
地
理
的
有
利
さ

（
ラ
イ
ン
川
上
流
に
位
置
し
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
等
か

ら
の
商
品
を
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ヴ
ァ
ル
ト
経
由
で
諸
邦
へ
流
す
、
特
に
密
貿
易
に

よ
る
利
益
が
大
で
あ
っ
た
）
の
為
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、　
一
八
三
〇
年
頃
よ
り
関
税
同
盟
参
加
の
検
討
を
始
め
、
ネ
ベ
ニ
ウ

ス
の
強
力
な
賛
成
意
見
が
影
響
を
与
え
た
。
も
は
や
バ
ー
デ
ン
の
孤
立
は
不
可

能
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

（
２２
）
諸
田
実
、
前
掲
書
、
八

一
―

一
二
九
頁
参
照

（
２３
）
諸
田
実
、
前
掲
書
、
八
七
頁
。

（
２
）
ネ
ベ
ニ
ウ
ス
も

『
覚
え
書
』
で

「
小
国
の
採
用
せ
る
如
何

な
る
禁

止
制
度

も
、
大
国
の
そ
れ
に
比
し
て
、
よ
り
不
利
と
な
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
プ
ロ
イ

セ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
除
く
い
ず
れ
の
ド
イ
ツ
諸
邦
に
と
っ
て
も
似
た
よ
う

な
状
況
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
２５
）

ヘ
ッ
セ
ン
が
自
主
関
税
率
を
定
め
た
翌
年
の

一
八
二
五
年
二
月
、
バ
イ
ェ
ル

ン
、
ヴ

ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
は
再
度
、
南
ド
イ
ツ
諸
邦
の
関
税
統

一
の
最
後
の
可

能
性
を
見
出
す
為
に
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
会
議
を
開
き
、
ヘ
ッ
セ
ン
も

招
か
れ
た
が
解
決
の
糸
口
が
や
は
り
つ
か
め
ぬ
ま
ま
決
裂
し
た
。
デ
ュ
・
テ
イ

ル
が
あ
え
て
敵
プ
ロ
イ
セ
ン
ヘ
の
接
近
を
思
い
始
め
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
る
。

「氷
を
砕
く
た
め
に
プ
ロ
イ
セ
ン
に
接
近
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
で
あ

ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
が
絶
望
の
果
て
に
私
の
頭
に
浮
か
ん
だ
。
南
ド
イ
ツ
で

は
唯

一
人
と
し
て
、
こ
う
い
う
考
え
を
持

っ
て
い
た
者
は
い
な
か
っ
た
し
、
私

自
身
も
そ
れ
ま
で
は
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
我
々
は
皆
た

だ
プ
ロ
イ
セ
ン
に
対
し
て
共
同
戦
線
を
張
る
こ
と
だ
け
を

目
指

し

て
い
た
か

ら
」
と
デ
ュ
・
テ
イ
ル
は
述
懐
し
て
い
る
。

（諸
田
実
、
前
掲
書
、
九
〇
頁
）

ま
た
、
彼
は

一
八
二
七
年
八
月
、
内
務
大
臣
フ
ォ
ン
・
グ
ロ
ル
マ
ン

（く
８

０
８
】ヨ
Ｓ
）
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。
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「
ひ
と
た
び
、
あ
る
大
国
と
通
商
を
結
べ
ば
、
こ
の
国
と
政
治
的
に
結
ば
ざ

る
を
え
な
く
な
ろ
う
、
と
い
う
点
を
私
は
見
落
し
て
い
な
い
。
我
々
は
戦
争
の

際
に
も
プ
ロ
イ
セ
ン
に
つ
く
で
あ
ろ
う
。
プ
ロ
イ
セ
ン
は
プ
ロ
イ
セ
ン
で
予
想

さ
れ
る
政
治
的
有
利
さ
を
見
誤
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
さ
に
、

そ
の
こ
と
の
た
め
に
ヘ
ッ
セ
ン
は
条
約
の
締
結
に
際
し
て
、
大
き
な
経
済
的
利

益
を
保
証
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
」

（
諸
田
実
、
前
掲
書
、
九
二
頁
）

（
２６
）
中
部
ド
イ
ツ
通
商
同
盟
は
、
南
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
の
接

近

を
信
じ
て
い
た

が
、
中
部
ド
イ
ツ
の
道
路
事
情
の
劣
悪
さ
が
災
い
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
道
路
網
と

拡
大
さ
れ
た
市
場
と
結
び
つ
く
方
が
有
利
と
判
断
し
た
南
ド
イ
ツ
諸
邦
は
急
速

に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
ヘ
傾
斜
し
て
い
っ
た
。

（
２７
）

一
八
三

一
年
、
ク
ア
ヘ
ッ
セ
ン
が
北
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
に
加
入
。

ま
た
、　
一
八
二
九
年
七
月
、
マ
イ
ニ
ン
グ
ン
及
び
コ
ブ
ル
ク

・
ゴ
ー
タ
が
プ

ロ
イ
セ
ン
と

「
道
路
建
設
協
定
」
に
調
印
し
た
。
中
部
ド
イ
ツ
通
商
同
盟
の
崩

壊
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
２８
）
リ
ス
ト
は
、
関
税
同
盟
が
、
単
に
プ
ロ
イ
セ
ン
一
国
の
経
済
政
策
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
た
が
決
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
指
導

的
地
位
を
否
定
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

彼
は
、
封
建
的
諸
関
係
、
絶
対
主
義
、
重
商
主
義

を
廃
棄

し
、
ド
イ
ツ
の

「農
工
商
段
階
」
へ
の
発
展
を
、
市
民
の
自
由
を
基
盤
と
す
る
近
代
国
民
国
家

の
完
成
段
階
と
し
て
見
て
い
る
。

尚
、
リ
ス
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
変
革
の
際
、
革
命
を
否
定
し
た
。

住
谷
氏
に
よ
れ
ば

「
リ
ス
ト
の
生
涯
の
悲
劇
は
、
も
と
も
と
徹
底
し
た
革
命

に
よ
っ
て
し
か
実
現
し
得
な
い
よ
う
な
構
想
を
、
改
革
と
い
う
途
を
通
っ
て
具

現
し
よ
う
と
志
向
し
た
と
こ
ろ
に
由
来
し
て
い
る
…
…
」
と
分
析
し
て
い
る
。

（住
谷

一
彦

『
リ
ス
ト
と
ヴ
ェ
ー
バ
ー
』
昭
４４
年
、
七
九
頁
、　
一
〇
四
頁
参

照
）

（
２９
）
Ｇ

・
フ
イ
ッ
シ
ャ
ー

（Ｏ
・
コ
ｏｏＦ
Ｈ）
は
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
誕
生
の
瞬
間
の

人
々
の
喜
び
を
同
時
代
入
と
し
て

一
八
六
四
年
に
こ
う
記
し
て
い
る
。

「
こ
の
日
は
、
ド
イ
ツ
の
歴
史
に
お
い
て
永
久
に
記
念
す
べ
き
、
最
高
に
喜

ば
し
い
瞬
間
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
年
配
の
同
時
代
人
は
今

で
も

新

聞
か

ら
、　
一
八
三
四
年
の
最
初
の
瞬
間
が
商
業
界
に
よ
っ
て
い
か
に
喜
ば
し
く
迎
え

ら
れ
た
か
、
そ
の
叙
述
を
想
い
起
こ
す
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
、
関
税
線
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
て
い
た
幹
線
街
道
上
に
長
い
車
の

列
が
続
い
た
。
真
夜
中
の
時
を
告
げ
る
鐘
が
鳴
っ
た
時
、
横
木
が
は
ず
さ
れ
、

喜
び
の
叫
び
を
あ
げ
て
車
の
列
は
境
界
を
越
え
て
急
い
だ
。
そ
の
境
界
を
こ
れ

か
ら
は
完
全
に
自
由
に
越
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
。

す
べ
て
の
人
々
が
、
大
事
が
達
成
さ
れ
た
と
い
う
感
情
に
包
ま
れ
た
。

（諸
田
実
、
前
掲
書
、
二
七
頁
）

（
３０
）
〓
一ｏ●
“
ｏ
【∽ｏ
・
¨
↓
〓
ｏ
Ｎ
ｏ
〓
く
ｑ
ｏ
】Ｐ

卜Φ
いΦ
・
ｒ
ｏ
・
」
ｏ
Ｐ

や
トトｐ
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∧
史
料
紹
介
∨

中
世
の
焼
畑
史
料
に
つ
い
て

新

井

孝

重

、
「′
仁
ヽ

紀
伊
国
那
賀
郡
に
は
、
和
泉
山
脈
と
紀
伊
山
地
に
は
さ
ま
れ
た
紀
ノ
川
が

ゆ
っ
く
り
と
貫
流
し
て
い
る
。
こ
の
川
の
北
岸
に
は
鎌
倉

・
室
町
時
代
に
か

け
て
高
野
山
領
荘
園
の
名
手
荘
と
粉
河
寺
領
丹
生
屋
村
が
互
い
に
隣
接
し
て

広
が
っ
て
い
た
。
両
荘

「
村
」
は
仁
治
二
年

（
一
二
四
〇
）
を
か
わ
き
り
に

長
い
間
暴
力
的
闘
乱
を
ふ
く
む
激
し
い
堺
相
論
を
展
開
し
て
い
る
。

高
野
山
文
書
又
続
賓
簡
集
二
十
に
収
め
ら
れ
た
こ
の
相
論
関
係
史
料
は
、

中
世
農
村
構
造
や
堺
相
論
に
ま
つ
わ
る
裁
判
と
絵
図
と
の
法
的
関
係
構
造
を

究
明
す
る
う
え
で
い
く
つ
か
の
興
味
あ
る
事
実
を
提
供
し
て
お
り
、
す
で
に

↑

）

具
体
的
な
分
析
も
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
つ
ぎ
の
史
料

（部
分
）

が
示
す
焼
畑
農
業
の
存
在
と
、
こ
れ
を
行
う
人
間
、
さ
ら
に
農
民
生
活
に
占

め
る
焼
畑
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
が
等
閑
に
付
し
て
き

た
よ
う
で
あ
る
。

一
、
彼
申
状
云
、
彼
庄
官
等
着
甲
冑
弓
箭
、
率
数
百
騎
勢
、
令
苅
取
彼

畑
作
麦
云
々

陳
申
云
、

（中
略
）
但
苅
取
作
麦
、
不
論
之
、
其
子
細
者
、
義
治
入
道

切
此
椎
尾
作
畑
之
由
、　
有
其
風
間
、　
働
加
制
止
之
庭
、　
全
以
不
切
之

旨
、
申
返
答
畢
、
寺
家
在
此
旨
、　
経
年
之
庭
、　
義
治
猶
以
切
之
、　
雖

然
、　
百
姓
恐
彼
威
勢
、　
不
申
此
子
細
之
間
、

於
寺
家
者
、
都
不
知
此

事
、
菱
義
治
如
此
種
々
悪
行
多
積
、
被
召
関
東
之
間
、
受
重
病
赴
宅
タ

畢
、
愛
丹
生
屋
地
頭
代
長
康
、
以
彼
畑
義
治
之
領
、
号
没
収
之
地
、
今

粘
定
云
々

（中
略
）
行
向
其
所
、

雖
申
不
可
苅
之
由
、　
地
頭
代
都
不
承

引
、　
菱
営
寺
使
等
申
云
、　
両
方
申
上
子
細
、

随
御
裁
許
、

可
苅
也
云

　

一

々
、
地
頭
代
申
云
、
待
上
裁
、
全
以
不
可
有
、
以
前
已
以
苅
、
以
後
又

　

１７

可
苅
云
々
、
即
其
日
之
夜
苅
之
、
猛
悪
之
至
、
何
事
過
之
、
百
姓
等
申

　

．

云
、
雖
所
苅
残
不
幾
、
若
不
苅
之
者
、
為
向
後
、
定
成
非
名
手
領
之
由

緒
歓
、
働
翌
日
苅
之
畢

（奴
喘
粧
爛
・集た
対
・『∝
誘
遺
）

こ
の
史
料

（
部
分
）
は
、
粉
河
の
訴
え
を
弁
駁
す
る
た
め
に
、
朝
廷
と
六

波
羅
探
題

へ
提
出
し
た
高
野
山
金
剛
峯
寺
衆
徒
の
陳
状
案
で
あ
る
。

粉
河
寺
の
訴
え
と
い
う
の
は
、
高
野
山
が
丹
生
屋
村

（
粉
河
寺
領
）
に
属

す
る
は
ず
の
椎
尾
山
な
る
山
地
を
、
根
本
大
塔
の
香
役
を
勤
め
る
香
薗
と
偽

称
し
、
名
手
荘
域

へ
編
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
も
の

で
あ

っ
た
。

「
一
、
彼
申
状
云
」
以
下
は
、
こ
の
押
領
行
為
を
具
体
的
に
論
じ
よ
う
と
し

た
も
の
で
、
甲
冑
弓
箭
で
武
装
し
た
名
手
高
野
山
勢
数
百
騎
が
椎
尾

へ
乱



入
、
作
麦
を
苅
り
取

っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
、
高
野
山
側
の
披
陳
部
分
を
読
ん
で
み
る
と
、
事
の
経
過
は
そ
う

簡
単
に
粉
河
寺
の
訴
え
の
よ
う
に
理
解
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
披
陳
部

分
を
読
ん
で
い
く
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
論
所
と
な

っ
て
い
る
椎
尾
山
の
位
置

と
景
観
を
み
て
お
こ
う
。

名
手
と
丹
生
屋
を
堺
す
る
水
無
川
を
上
流

へ
た
ど

っ
て
い
く
と
、
上
流
の

か
な
り
谷
の
奥
ま

っ
た
と
こ
ろ
で
川
は
Ｙ
字
形
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支

流
は
水
源

へ
と
つ
な
が

っ
て
い
る
。
椎
尾
山
は
、
こ
の
二
つ
の
渓
川
の
間
に

位
置
し
て
い
て
、
尾
根
の
落
ち
こ
ん
で
切
れ
た
と
こ
ろ

（西
川
原
村
）
が
両

支
流
の
合
流
点
と
な
っ
て
い
る
。
五
万
分

一
の
地
図
を
み
る
と
山
は
、
五
な

い
し
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
和
泉
山
脈
を
背
後
に
も
ち
、
南

へ
突
き
出
し
た

一
支
脈
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
、
山
は
ほ
と
ん
ど
み
か
ん
畑
と
な
っ
て
い

る
が
、
鎌
倉
時
代
に
は
高
野
政
所
南
門
の
用
材
が
椎
尾
山
か
ら
伐
り
出
さ
れ

て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
喬
木
林

・
照
葉
樹
林
か
ら
な
る
豊
か

な
森
林
が
覆

っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

０

論
所
＝
椎
尾
山
に
つ
い
て
の
多
少
の
位
置
と
景
観
に
つ
い
て
の
知
識

（
も

し
く
は
イ
メ
ー
ジ
）
を
念
頭
に
入
れ
た
う
え
で
、
０
の
史
料
を
読
む
と
、
さ

さ
い
で
は
あ
る
が
重
大
な
意
味
を
も
つ
用
字
に
気
付
く
。
そ
れ
は
義
治
入
道

な
る
人
物
の
行
為
を
表
現
す
る

「切
」
と
い
う
字
で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
こ

の
意
味
を
解
明
し
て
お
か
ね
ば
、
義
治
の
行
為
内
容
の
み
な
ら
ず
史
料
全
体

も
正
確
に
は
理
解
し
え
な
い
。

「義
治
入
道
切
此
椎
尾
作
畑
」
と
い
う
文
言
の
な
か
の

「切
」
と
は
い
か

な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
同

一
の
人
物

（
義
治
）
の
同
じ
行
為
が
、
別
の
史

料
で
は

（
『
鎌
倉
遺
文
』
巻
八
　
二
九
七
頁
）
、

「
椎
尾
山
山
畑
」
と
も
表
現

さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
い
さ
さ
か
不
明
瞭
と
も
思
え
る

「
切
」
と

い
う
用
字
が
、
こ
の
一
連
す
る
相
論
文
書
の
な
か
で
繰
り
返
し
現
わ
れ
る
こ

と
は
、
相
論
当
事
者
の
間
で
充
分
に
諒
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
と
同

時
に
、

「
切
」
が

「畑
」
と
む
す
び
つ
い
て
社
会
的
に
汎
く
、
あ
る
特
定
の

意
味
を
も

っ
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

と
こ
ろ
で
、
近
江
国
滋
賀
郡
葛
川
坊
村
に
所
在
す
る
葛
川
明
王
院
に
は
鎌
　
１８

倉
時
代
の
葛
川

・
伊
香
立
荘
間
界
相
論
に
つ
い
て
の
多
数
の
文
書
を
伝
存
じ

　

．

て
い
る
。
こ
の
文
書
史
料
群
の
な
か
に
、

①
　
切
彼
山
於
畑
作
等
五
穀

（叡
嫁
林
眸
対
等．朝
翔
鶏
川
）

（
令
）

②
　
葛
川
浪
人
等
採
料
木
、
構
伐
畑
如
私
領
□
自
専

（転
離
籠
斉
芭
朗
割
岬
精
紅
）

③
　
構
伐
畑
令
作
若
干
畠
地
（蝸
鰤
・文締
、「勲
鵬
Ю
Ю
Ю
妙
綾
躙
け
所べ
順
蹴
）

と
い
っ
た
記
載
表
現
が
み
い
出
せ
る
。
こ
れ
ら
の
文
言
は
、
椎
尾
山
の
場
合

と

「山
」
と
い
う
場
と
、
「伐
＝
切
」
と
い
う
行
為
な
ら
び
に

「
畑
」
を
通
有

し
て
い
る
点
で
、
義
治
入
道
の

「切
此
椎
尾
作
畑
」
の
意
味
を
解
く
カ
ギ
と

な
る
。
そ
こ
で
、
①
②
③
の
作
業
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
伝
え
て
い
る
も
の

と
し
て
、

つ
ぎ
の
史
料
を
あ
げ
て
お
こ
う
。



山
嶺
仁
波
取
材
木
之
焼
排
其
跡
天
波
作
大
小
豆
等
之
五
穀
、
打
開
渓
谷

令
開
発
耕
作

（紋
詠
黙
獅
計
期
割
朝
嬌
粒
）

こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
焼
畑
の
作
業
内
容
を
あ
ら
わ
す
も
の

に
外

な

ら
な

山
の
傾
斜
面
に
密
生
繁
茂
す
る
樹
木

（
喬
木

・
灌
木
）
を
伐
り
払
い
、
こ

れ
に
嶺
の
方
か
ら
火
を
入
れ
た
あ
と
、
四
―
五
年
を
お
お
よ
そ
の
期
間
と
し

て
、
麦

・
ア
ワ

・
ヒ
エ
・
豆
類
等
を
平
播
き
栽
培
し
、
地
力
が
弱
ま
る
と
最

後
に
イ
モ
類
を
栽
培
す
る
。
こ
れ
が
お
え
る
と
、
人
も
耕
作
を
放
棄
し
、
新

し
い
別
の
焼
畑
適
地
を
も
と
め
て
移
動
す
る
の
で
あ
る
。
播
種
と
収
穫
ま
で

の
間
、
管
理
労
働
を

一
切
ふ
く
ま
ぬ
こ
の
原
始
的
粗
放
農
業
は
、
技
術
的
単

純
さ
か
ら
変
化
を
こ
う
む
り
に
く
く
、
し
た
が
っ
て
近
世
の
焼
畑
の

一
般
的

（
４
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

形
態
や
、
現
存
す
る
焼
畑
農
業
形
態
が
、
中
世
に
お
け
る
焼
畑
を
考
え
る
う

え
で
充
分
に
活
か
さ
れ
る
。

焼
畑
は
、
後
述
す
る
ご
と
く
生
活
農
業
で
あ
る
た
め
に
、
領
主
側
の
文
書

史
料
に
は
あ
ら
わ
れ
に
く
い
。
し
か
し
、
領
主
対
農
民
の
矛
盾
の
現
象
部
面

か
ら
ま
ず
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
山
田
文
書
、
秦
文
書
、

隅
田
文
書
、
菊
池
文
書
、
多
田
神
社
文
書
な
ど
に
み
え
る
。
秦
文
書
（村「蛸
融
嫌

晰
）に
よ
れ
ば
、
時
延
以
下
の
名
主
級

「
百
姓
」
農
民
が

「御
狩
倉
山
之
古
木
伐

失
、
…
…
下
地
者
焼
掃
、
令
作
畑
」
め

「併
奉
軽
御
威
者
」
と
領
主
側
か
ら

弾
劾
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
農
民
の
側
に

は

一
般

に

「
荒
野
之
畠
地

（
焼

畑
）
、非
定
畠
儀
之
間
、
随、
手、
時、
開、
作、
之
条
畠
地
之
習
也
」

（鋤
細
救
籍
」「稔
陥
縣
府
）

と
い
う
山
野
に
対
す
る
本
源
的
な
用
益
権
を
主
張
す
る
法
理
を
も
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
法
理
は
在
地
領
主
制
の
領
域
支
配

が

拡

大

す
る
な
か

で
、
失
な
わ
れ
て
い
く
方
向
性
を
も

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「内
談
衆

一
同

し
て
、
菊
池
郡
に
お
い
て
、
か
た
く
畑
を
禁
制
し
、
山
を
し
や
う
じ
て
、
五

し
や
う
の
き
を
ま
し
…
…
」
と
い
う
菊
池
武
重
起
請
文
（想「神
難
破
謝
雛
絵
課
）は
ヽ

農
民
の
も
つ
山
野
用
益
権
を
収
奪
す
る
在
地
領
主
の
意
志
を
よ
く
現
わ
し
て

い
る
。

０
に
掲
げ
た
史
料
中
の
義
治
入
道
の

「
こ
の
椎
尾

（
山
）
を
切
り
て
作
畑

す
」
と
い
う
行
為
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
論
か
ら
明
ら
か
な
ご
と
く
、
焼
畑
農

業
活
動
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
は
こ
れ
が
文
書
に
な
か
な
か

　

・

あ
ら
わ
れ
に
く
い
焼
畑
に
関
す
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
こ
と
が
確
認
す
れ
ば
　
１９

よ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

０

さ
ら
に
０
に
掲
げ
た
史
料
内
容
を
み
て
い
こ
う
義
治
入
道
が

「切
此
椎
尾

作
畑
」
―
―
椎
尾
山

へ
入

っ
て
樹
木
を
伐
採

・
焼
却
し

「
コ
バ
」

（木
庭
）

を
造
成
し
よ
う
と
し
て
い
る

「
風
聞
」
が
高
野
山
に
伝
わ
る
と
、
寺
家
は
じ

き
り
に
制
上
を
加
え
て
い
る
。
何
故
に
寺
家
は
義
治
の
焼
畑
を
制
止
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

「
愛
義
治
如
此
等
種
々
悪
行
多
積
」
と
い
う
記
述
の
「如
此
」

と
は
寺
家
の
制
止
に
も
拘
ら
ず

「義
治
入
道
猶
以
切
之
」

っ
た
行
為
を
受
け

て
い
る
の
で
、

「種
々
悪
業
」
の

一
つ
に
焼
畑
が
数
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は

い



間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

制
上
の
理
由
は
二
つ
ぐ
ら
い
考
え
ら
れ
る
。
第

一
は
、
焼
畑
は
山
を
荒
廃

さ
せ
る
た
め
で
、
こ
と
に
椎
尾
山
が
農
業
用
水

（水
無
川
）
の
水
源
に
あ
た

り
、
こ
こ
で
の
山
林
の
乱
伐
は
水
源
を
枯
渇
さ
せ
、
土
砂
の
流
出
に
よ
っ
て

川
床
を
高
め
、
下
流
域
の
氾
濫
を
惹
き
起
こ
す
原
因
と
も
な
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
焼
畑
が
随
伴
す
る
か
よ
う
な
害
は
、
対
馬
地
方
の
焼
畑
を
記

録

し

た

（
６
）

「
老
農
類
語
」
に
特
記
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
椎
尾
山
が
名
手
と
丹
生
屋
の
間
に
あ
る
流
域
山
地
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
こ
こ
で
の
焼
畑
は
境
景
観
を
容
易
に
変
え
て
し
ま
う
不
都
合

な
も
の
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
焼
畑
は
既
述
の
ご
と
く
、
四
―
五
年
を
サ

イ
ク
ル
と
し
て
耕
地
移
動
す
る
性
格
を
も

っ
て
い
る
の
で
、
こ
と
さ
ら
境
に

攪
乱
的
作
用
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
多
田
神
社
文
書
に
あ
る
政
所
沙

弥
道
教
鷹
尾
山
寄
進
状
で
み
る
と
、

「
山
畑
」

（
＝
焼
畑
耕
地
）
を
含
む
鷹

尾
山
の
四
至
境
は
、
多
く
の
尾
根
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
て
お
り
、
「
焼
尾
峰
」

な
ど
で
は

「
在
所
御
百
姓
等
寄
事
左
右
、
而
及
堺
焼
違
乱
」
ぶ
と
い
う
問
題

が
お
き
て
い
た
。
こ
う
し
た

「違
乱
」
を
結
果
す
る
こ
と
か
ら
義
治
の
焼
畑

が
制
止
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、

「制
止
」
の
核
心
的
な
理
由
と
し
て
、
義
治
入
道
そ
の
も
の
の

社
会
的
性
格
が
あ
げ
ら
れ
る
。
義
治
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
か
つ
て
考
察

を
加
え
た
の
で
、
こ
こ
で
は
必
要
な
部
分
の
み
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。
彼

は
嫡
男
朝
治
と
と
も
に
名
手
荘
＝
高
野
山
側
の
荘
官
た
る
の
存
在
で
あ
る
と

同
時
に
、　
一
方
に
お
い
て
、
丹
生
屋
地
頭
代
長
康
＝
粉

河

寺

側

と
も

「
同

心
」
の
関
係
を
と
り
む
す
ん
で
い
た
。
こ
う
し
た
両
属
関
係
の
成
立
は
荘
園

制
的
支
配
組
織
を
つ
ら
ぬ
く
本
所
法
に
混
乱
を
き
た
し
、
支
配
力
を
弱
め
る

も
の
と
な
っ
て
作
用
し
た
。
こ
れ
は
法
的
空
間
に
お
い
て
属
人
主
義
的
法
理

が
通
用
し
な
く
な
る
た
め
で
、
本
所
法
を
い
ち
じ
る
し
く
不
安
定
な
ら
し
め

た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
か
よ
う
な
両
属
性
を
も
つ
人
間
が
境
域
に
入
り

こ
む
こ
と
は
法
空
間
の
両
属
性
を
地
上
に
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
焼
畑
の

移
動
性
と
あ
い
ま

っ
て
、　
一
挙
に
堺
相
論
を
誘
発
す
る
原
因
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

お
そ
ら
く
、
寺
家

（
金
剛
峯
寺
）
が
義
治
の
入
山
と
焼
畑
を
制
上
し
た
主

　

・

要
な
理
由
は
第
二
に
あ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
名
手
荘
内
に
あ

っ
て

「
積
悪
　

２０

弥
長
、
同
心
於
狼
心
、
暴
逆
暗
成
…
或
振
盗
拓
之
威
、
加
悩
害
於
庄
民
、
或

　

一

不
相
随
山
門
之
下
知
」
（難
「治拒
許
此
期
『
縫
刑
苺
辞
燎
範
諄
状
）
と
い
つ
た
行
動
を
し
、

隣
荘
の
地
頭
と
つ
な
が
る
義
治
が
暦
仁
元
年

（
一
二
三
八
）
の
こ
ろ
椎
尾
に

入

っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
高
野
山
に
と
っ
て
危
険
き
わ
ま
る
事
態
で
あ

っ

た
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
彼
は
、
地
頭
代
長
康
と
与
同
し
て
名
手

へ
漑
入
す

る
往
代
の
井
水
を
打
破
り
、
椎
尾
自
体
の
領
有
権
を
め
ぐ
る
相
論
を
在
地
的

（
８
）

に
つ
く
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

四

つ
ぎ
に
、
義
治
の
畑
を
注
目
す
る
名
手
荘

「百
姓
」
の
動
向
と
、
こ
れ
を



通
し
て
か
い
ま
み
ら
れ
る
焼
畑
農
業
と
中
世
農
民
生
活
と
の
か
か
わ
り
か
た

を
考
え
て
み
た
い
。

「
百
姓
」
（
＝
名
手
荘
名
主
級
農
民
）
が
義
治
の

「
畑
」
に
関
心
を
も
ち
、

注
意
し
て
い
た
こ
と
は
、
義
治
が

「
悪
党
」
と
認
定
さ
れ
関
東
に
召
さ
れ
た

ま
ま

「
受
重
病
赴
宅
多
」

（
墓
穴
…
病
没
す
る
こ
と
）
と
、　
さ
っ
そ
く
武
装

し
て
地
頭

（
品
河
清
高
）
代
長
康
と
軍
事
的
に
対
峙
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明

白
で
あ
る
。
地
頭
代
が
か
の

「
畑
」
を

「
号
没
収
之
地
、　
令
粘
定
」

る

な

り
、

「百
姓
」
ら
は
名
手
荘
官
に

「
雖
所
苅
残
不
幾
、
若
不
苅
之
者
、
為
向

後
、
定
成
非
名
手
領
之
由
緒
歓
」
と
主
張
し
、
自
ら
進
ん
で
椎
尾
山

へ
乱
入

し
作
麦
を
苅
り
取

っ
た
と
い
う

（
以
上
０
の
冒
頭
史
料
）
。
「百
姓
」
ら
の
こ

う
し
た
主
体
的
行
動
の
意
味
は
、
農
民
生
活
に
し
め
る
焼
畑
の
位
置
を
想
定

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
理
解
し
う
る
。

中
世
日
本
社
会
に
お
け
る
山
野
の
意
義
は
、
と
も
す
れ
ば
そ
こ
か
ら
採
取

さ
れ
る
燃
料
、
肥
料
、
あ
る
い
は
用
水
と
い
っ
た
平
野
部
水
田
農
業
を
補
足

す
る
程
度
の
も
の
に
と
ど
め
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
つ
ぎ
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
単
な
る
補
足
的
評
価
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
①
鎌
倉
時
代
の
農
業
生
産
力
は
、
き
わ
め
て
低
位
か
つ
不
安

定
な
水
準
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
、
農
民
生
活
の
再
生
産
力
を
∧
か
た
あ
ら

し
農
法
Ｖ
や
非
集
約
的
な
田
地
∧
湿
田
Ｖ
の
み
に
確
保
す
る
の
が
む
ず
か
し

い
。
さ
ら
に
②
田
地
が
農
民
の
生
活
を
支
え
る
だ
け
の
生
産
力
を
保
有
し
て

い
る
と
し
て
も
、
大
部
分
が
名
田
編
成
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
そ
こ
で
の
労

働
成
果
が
た
だ
ち
に
農
民
生
活
を
再
生
産
す
る
保
障
に
は
な
り
に
く
い
、
と

い
う
こ
と
を
ま
ず
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
荘
園
に
生
き
る
人
々

の
再
生
産
の
源
泉
は
、
農
民
的
所
有
権
が
も

っ
と
も
強
く
は
た
ら
い
て
い
る

園
宅
地

（
＝
垣
内
畠
）
、
ま
た
は
荘
園
領
主
経
済
に
組
み
込
ま
れ
ぬ
山
野
に

求
め
ら
れ
た
と
推
定
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
垣
内
畠
、

「山
畑
」
か
ら
得
る
雑
穀

食
糧
は
①
と
②
に
制
約
規
定
さ
れ
た
農
民
生
活
を
維
持
存
続
す
る
う
え
で
決

（
１０
）

定
的
な
意
義
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

阿
氏
河
荘
上
村
百
姓
ら
は
、
地
頭
湯
浅
宗
親
に
よ
っ
て
作

麦

を

諮
定
さ

れ
、
た
め
に

「
百
姓
妻
子
及
飢
饉
之
上
…
更
無
勧
農
之
企
」
と
い
っ
た
事
態

に
な
っ
て
い
る

（覇
鋼
ｍ
赦
婚
叡
続
億
用
集
匹
対
臥
）ｏ
農
民
独
自
の
食
糧
体
系

（
＝
再

　

一

生
産
力
源
泉
）
が
在
地
領
主
の
手
に
よ
り
掌
握
さ
れ
た
と
き
、
農
民
家
族
は
　

２１

た
ち
ま
ち
飢
饉
に
陥
り
、　
貢
租
負
担
の
た
め
の
農
業
全
般
の
活
動

（
「勧
農

　

¨

之
企
」
）
ま
で
も
が
不
能
と
な
っ
た
。

名
手
荘

「
百
姓
」

が
丹
生
屋
地
頭
代

の
苅
り
残
し
た
椎
尾
山
畑
の
作
麦
を
、
も
し
苅
ら
ね
ば
定
め
て
名
手
領
に
あ

ら
ざ
る
の
由
緒
と
な
ろ
う
、
と
述
べ
、
積
極
的
主
体
的
に
武
装
し
行
動
し
て

い
る
の
は
、
こ
の
山
畑
が
お
そ
ら
く
彼
ら
自
身
の
死
命
を
、
文
字
通
り
制
す

る
ま
で
の
切
実
な
環
と
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
、

「
百
姓
」
ら
と
地
頭

（
在
地
領
主
）
と
の
激
し
い
抗
争
が
、

荘
園
領
主
間
の
裁
判
と
対
応
す
る
か
た
ち
で
在
地
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
こ

と
と
な

っ
た
。
そ
こ
に
伏
在
す
る
事

の
本

質

は
、
収
穫
で
き
る

「
切
畑
」

（
焼
畑
）
を
自
ら
の
食
糧
体
系
に
組
み
こ
も
う
と
す
る

「
百
姓
」
農
民
の
山



野
に
対
す
る
攻
勢
と
、
阿
氏
河
荘
地
頭
が
み
せ
た
ご
と
く
、
こ
の
山
（椎
尾
）

を
掌
握
し
て
む
し
ろ
逆
に
農
民
支
配
の
突
破
口
を
こ
じ
あ
け
よ
う
と
す
る
在

地
領
主
制
と
の
鋭
い
矛
盾
に
あ

っ
た
と
理
解
し
え
よ
テ
ｏ

注

（
１
）
舟
越
康
寿

「高
野
山
領
名
手
庄
と
粉
河
寺
領
丹
生
屋
村
と
の
粉
争
に
就
い
て

―
―
崩
壊
期
に
於
け
る
庄
園
拡
張
の
一
類
型
―
―
」
（『
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
』

一
五
集

一
二
号
）
、
宝
月
圭
吾

『
中
世
灌
漑
史
の
研
究
』
、
阿
部
猛

「高
野
山
領

紀
伊
国
名
手
荘
―

中
世
の
堺
論

・
水
論
の

一
資
料
―
―
」
（『
東
京
学
芸
大
学

紀
要
』
第
三
部
門
第
二
五
集
）
、
大
田
順
三
「鎌
倉
期
の
堺
相
論
と
絵
図
―
―
紀

伊
国
粉
河
寺
領
と
高
野
山
領
の
相
論
の
場
合
」
（『荘
園
絵
図
の
基
礎
的
研
究
』
）
。

（
２
）
水
無
川
が
両
方
を
画
す
る
境
で
あ
る
た
め
に
、
三
流
に
分
派
し
た
川
の
ど
ち

ら
を

「
水
無
河
」
と
す
る
か
に
よ
っ
て
椎
尾
山
の
帰
属
が
き
ま
る
。
し
た
が
っ

て
、
相
方
の
主
張
に
よ
っ
て
、
ど
ち
ら
が

「
水
無
河
」
で
あ
る
か
確
定
し
え
ぬ

状
態
に
あ

っ
た
。

（
３
）

（
１
）
阿
部
猛
注
論
文
。

（
４
）

「
増
補
田
園
類
説
」
「
地
理
細
論
集
」
「
地
方
凡
例
録
」
（『
日
本
経
済
叢
書
』

所
収
）
な
ど
を
参
看
す
べ
し
。

（
５
）
佐
々
木
高
明

『稲
作
以
前
』
日
本
放
送
出
版
協
会
。
中
尾
佐
助

『
栽
培
植
物

と
農
耕
の
起
源
』
岩
波
書
店
、
福
井
勝
義

『
焼
畑
の
村
』
朝
日
新
聞
社
。

（
６
）
古
島
敏
雄

「
焼
畑
農
業
の
歴
史
的
性
格
と
そ
の
耕
作
形
態
」
（『
古
島
敏
雄
著

作
集
』
第
二
巻
東
京
大
学
出
版
会
）

（
７
）
拙
稿

「鎌
倉
時
代
の
漂
泊
民
信
仰
と
悪
党
」
（『
民
衆
史
の
課
題
と
方
向
』
三

一
書
房
）
。

（
８
）
仁
治
二
年
七
月
日
金
剛
峯
寺
衆
徒
陳
状
案
に
は

「
去
年
同
心
丹
生
屋
地
頭
代

長
康
、
為
漑
丹
生
屋
領
之
自
田
、
打
破
当
庄
往
代
之
井
水
」
と
あ
り
。

（
９
）
か
た
あ
ら
し
農
法
の
克
服
、
湿
田
の
乾
田
化
は
、
そ
れ
自
体
農
民
的
剰
余
を

可
能
と
す
る
農
業
技
術
上
の
歴
史
的
課
題
で
は
あ

っ
た
。
戸
田
芳
実

「中
世
初

期
農
業
の

一
特
質
」
（『
日
本
領
主
制
成
立
史
の
研
究
』

岩
波
書
店
）
、
黒
田
日

出
男

「中
世
農
業
史
技
術
史
の
諸
問
題
」
（『
民
衆
史
研
究
』

一
六
参
照
）。

（
１０
）
検
注
を
口
実
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
段
別
銭
賦
課
に
反
対
す
る
伊
賀
国
黒
田

荘

「
土
民
」
ら
が
、

「
不
企
耕
作
之
業
、
可
交
山
林
之
由
」
を
寺
家
へ
訴
え
、

そ
の
撤
回
を
迫
っ
て
い
る
ご
と
く
（練
・大時攻購幽″豚伊鵡娠筆許以糊）
山
野
は
こ

と
に
彼
ら
の
抵
抗
の
基
盤
と
も
な
っ
て
い
た
。

（
Ｈ
）

こ
う
し
た
在
地
的
矛
盾
の
線
上
で
、
名
張
郡
内
築
瀬

（
黒
田
荘
の
中
心
部
）

（
マ
ヽ
）

（
マ
ヽ
）

の

「
悪
党
」
右
馬
允
、
覚
栄
、
覚
賢
ら
が
多
勢
を
率
い
て
六
ケ
山
奈
垣
比
奈
知

両
郷
に
入
り
、

「
或
濫
妨
山
畠
、
則
苅
取
作
毛
、
或
伐
取
山
木
」
て
い
る
事
実

に
注
目
す
る
と

（証
議
翫
拓
『九朝
印
腋
詰
稼
）ヽ

悪
党
の
有
つ
矛
盾
の
所
在
も
よ
り
豊

か
な
も
の
と
な
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

Λ
付
記
Ｖ

本
稿
は
数
年
前
に
ノ
ー
ト
に
記
し
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
。
近
時
、
黒

　

２２一

田
日
出
男
氏
が

『
鎌
倉
遺
文
』
巻
十
九
月
報
に
て
、
椎
尾
山
の

「畑
」
が
　
　
．

焼
畑
で
あ

っ
た
こ
と
を
論
ず
る
に
及
ん
で
（「
中
世
の

『
畠
』
と

『畑
』
」
）
、

本
史
料
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
こ
と
の
大
半
の
意
味
は

失

わ
れ

た
。
し
か

し
、
黒
田
氏
の
紹
介
さ
れ
た
事
例
以
外
に
も
多
少
の
焼
畑
関
係
史
料
が
追

加
し
う
る
こ
と
と
、
焼
畑
が
い
か
な
る
意
味
で
中
世
農
民
の
生
活
農
業
た

る
の
意
義
を
有
し
た
か
大
雑
把
で
は
あ
る
が
展
望
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
点

で
、
ま
っ
た
く
無
意
味
な
も
の
と
し
て
捨
て
さ
る
の
も
惜
し
く
、
本
紀
要

の
紙
幅
を
お
借
り
し
て
発
表
し
た
次
第
で
あ
る
。



∧
紹
介
と
書
評
∨

畠
山
次
郎
著

『木

曽

義

仲
』

敦

平
家
物
語
中
に
、
清
盛

・
義
経
と
並
ぶ
英
雄
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
木
曽

義
仲
に
つ
い
て
は
、
人
物
像
及
び
説
話
的
関
連
に
つ
い
て
、
既
に
数
多
く
の

論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
そ
れ
ら
の
先
行
論
文
を
踏
ま
え
つ
つ
、

今
ま
で
触
れ
ら
れ
る

こ
と
の
少
な
か
っ
た
、　
地
方
史
的
側
面
か
ら
、
「
義
仲

の
政
治
史

・
経
済
史

・
戦
史
」
を
解
明
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
た
、

義
仲
研
究
の
書
で
あ
る
。

著
者
は
義
仲
と
深
い
関
わ
り
を
持

つ
信
州
出
身
の
歴
史
学
者
で
あ
り
、
そ

れ
故
本
書
の
特
徴
と
し
て
は
、
『玉
葉
』
『吉
記
』
等
の
、
当
時
の

一
等
史
料

は
勿
論
の
こ
と
、
「
江
戸
時
代
中
期
の
信
濃
の
地
誌

『
千
曲
之
真
砂
』
（『新

編
信
濃
史
料
叢
書
』
第
九
巻
所
収
）
」
等
の
、　
地
元
信
濃
に
密
着
し
た
文
献

を
駆
使
し
、
筆
者
自
ら
の
足
で
現
地
を
確
認
し
た
上
で
考
察
し
て
い
る
点
が

一
点
。
ま
た
、
平
家
物
語
諸
本
の
中
で
も
古
態
に
近
い
と
さ
れ
、
同
時
に
覚

一
本
等
と
比
較
し
て
、　
義
仲
関
係
の
記
事
に
詳
し
い
と
い
う
点
か
ら
、
『
平

家
』
研
究
に
於
て
注
目
を
集
め
て
い
る
延
慶
本
を
中
心
に
読
ん
で
い
る
点
の

二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
書
の
構
成
は
次
の
ご
と
く
な
っ
て
い
る
。

序
章
　
　
木
曽
義
仲
の
魅
力

第

菫
早
　
義
仲
の
生
い
た
ち

第
二
章
　
横
田
河
原
合
戦
①

第
二
章
　
横
田
河
原
合
戦
②

第
四
章
　
頼
朝
と
義
仲

終
章
　
『猫
間
』

中
で
も
、
京
都
の
、
北
陸
鎮
撫
の
期
待
を

一
身
に
担

っ
た
越
後
平
氏
、
城

氏
に
よ
る
信
濃
侵
攻
の
大
軍
を
小
勢
で
破
り
、
「
義
仲
の
政
治
的
跳
躍
板
」
　

一

と
も
な
っ
た
、
善
光
寺
近
く
で
の
横
田
河
原
合
戦

（治
承
五
年
六
月
）
に
つ
　

２３

い
て
の
考
察

（第
二

・
三
章
）
は
、
先

の
特
徴
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
　
　
　
．

従
来
こ
の
合
戦
諄
に
つ
い
て
は
、
説
話
の
伝
承
者
を
中
心
に
活
発
な
考
察

が
な
さ
れ
て
来
た
。　
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
こ
の
合
戦
で
の
勝
因
と
し
て
、
延

慶
本
を
中
心

と

し

た
物
語
で
は
、
義
仲
の
部
下
信
濃
源
氏
井
上
九
盛
光
盛

の
、
赤
旗
に
よ
り
城
氏
方
を
欺
く

一
策
が
、
大
き
な
要
素
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
点
、
あ
る
い
は
滋
野

一
族

（
こ
の
頃
の
義
仲
の
擁
立
者
）
の

一
人
、
楯

六
郎
の
八
幡
宮
戦
勝
祈
願
も
勝
因
の

一
つ
と
し
て
語

っ
て
い
る
点
、
及
び
合

戦
場
面
で
信
濃
武
士
の
活
躍
ば
か
り
強
調
さ
れ
て
い
る
点
等
か
ら
、
説
話
管

理
者
は
、
信
濃
武
者
の

一
族
、
あ
る
い
は
彼
ら
に
好
意
を
寄
せ
る
善
光
寺
聖

や
、
滋
野
氏
ゆ
か
り
の
巫
現
の
徒
で
あ
ろ
う
と
し
た
、
砂
川
博
氏
の

『義
仲

小
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挙
兵
説
話
の
生
成
』
（
『文
学
』
第
四
十
四
巻
第
五
号
所
収
）
や
、
金
井
清
光

氏
の

『
平
家
物
語
の
義
仲
説
話
と
善
光
寺
聖
』
（
『文
学
』
第
四
十
五
巻
第
十

一
号
所
収
）
の
考
察
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
本
書
は
こ
の
合
戦
に
つ
い
て
、
城
氏
の
行
軍
経
路
や
当
日
の

気
候
も
合
め
た

「
戦
史
」
と
し
て
の
横
田
河
原
合
戦
論
を
展
開
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
城
氏
軍
の

「
信
越
国
境
の
峠
を
全
て
利
用
し
た
」
侵
入
路
を
推

定
し
、
（従
来
の

「上
田
越
え
則
ち
三
国
峠
」
説
は
否
定
さ
れ

姫
川
街
道
と

な
っ
て
い
る
。）
そ
れ
が

「
瞼
岨
で
あ
る
と
は

お
義
理
に
も

言
え
な
い
」
点

か
ら
、　
城
氏
軍
の
敗
因
は

『
玉
葉
』
に
あ

る

「
瞼
岨
の
旅
軍
等
に
疲
れ
」

（治
承
五
年
七
月

一
日
条
）
た
の
が
主
因

な
の
で
は
な
く
、　
む
し
ろ
、
『吉

記
』
『
玉
葉
』
の
天
候
欄
及
び
、　
現
在
の
京
都

。
長
野
両
気
象
台
の
関
連
性

か
ら
推
定
し
た
、
「合
戦
に
先
立

つ
一
〇
日
以
上
、

抜
け
る
よ
う
な
晴
天
と

う
ん
ざ
り
す
る
暑
さ
が
続
い
て
い
た
」
と
い
う
気
候
状
態
が
、
城
氏
軍
惨
敗

の
大
き
な
要
因
で
あ

っ
た
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
に
も
、
義
仲
軍
の
経
路
に

つ
い

て
も
、
物
語
の
八
幡
社
に
祈
願
し
た

後
、
横
田
河
原
に
臨
ん
だ
と
す
る
記
述
に
対
し
て
、
彼
我
の
位
置
、
及
び
奇

襲
と
い
う
作
戦
上
か
ら
、
こ
れ
は

「
お
そ
ら
く
は
八
幡
社
関
係
の
説
話
者
に

よ
る
我
田
引
水
の
捏
造
で
あ
ろ
う
」
と
考
察
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
本
書
は
歴
史
的
事
実
の
解
明
と
い
う

点
で
詳
細
に
考
察
さ
れ
て
お
り
、
物
語
を
読
む
折
に
も
参
考
に
な
る
で
あ
ろ

う
。

但
し
、
物
語
を
読
む
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
同
じ
横
田
河
原
合
戦
の

兵
力
の
問
題
に
つ
い
て
、
筆
者
は

「
城
氏
軍
の
兵
力
は

『
玉
葉
』
に
従

っ
て

一
万
余
騎
、
義
仲
の
側
は

（中
略
）
二
千
騎
な
い
し
三
千
騎
、
と
み
る
の
が

妥
当
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
勿
論
そ
の
考
察
に
つ
い
て
異
論
は
な
い
が
、

「
『
平
家
物
語
』
諸
異
本
が
城
氏
軍
の
兵
力
四
万
騎
な
い
し
六
万
騎
と
し
て

い
る
の
は
、
城
氏
が
進
攻
の
際
に
兵
力
を
何
倍
か
に
誇
張
し
て
い
て
、
そ
れ

が
伝
え
ら
れ
て
記
録
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
点
に
は

一
概

に
首
肯
で
き
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。

つ
ま
り

一
千
騎
に
満
た
ぬ
兵
力

（延

慶
本
）
に
四
万
余
騎
を
破
ら
せ
る
の
と
、
三
千
余
騎
に

一
万
余
騎
を
破
ら
せ

る
の
と
で
は
、
信
濃
源
氏
の
活
躍
を
語
り
た
い
と
い
う
意
図
の
下
で
は
、
前

　

一

者
の
方
が
よ
り
効
果
的
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２４

こ
の
様
に
本
書
は
歴
史
的
考
察
は
充
実
し
て
い
る
反
面
、
物
語
の
中
で
の
　

一

位
置
付
け
と
い
う
文
学
的
考
察
に
多
少
欠
け
る
う
ら
み
も
あ
る
よ
う
に
思
え

る

。最
後
に
、
義
仲
の
人
間
像
に
触
れ
た
序
章

・
終
章
及
び
第
四
章
で
の
頼
朝

と
比
較
し
た
部
分
で
の

「彼
は

（義
仲
）
こ
の
問
題

（平
家
都
落
後
の
後
白

河
法
皇
と
義
仲
が
対
立
し
た
皇
嗣
問
題
）
で
は
、
後
白
河
に
直
談
判
す
べ
き

で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
が
実
現
し
な
い
場
合
、
彼
は
五
万
と
も
六
万

と
も
記
さ
れ
て
い
る
上
洛
軍
に
ま
さ
に
物
を
言
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
か

っ
た

か
。
」
と
い
う

類
の
書
き
方
に
は
、　
郷
上
の
著
名
人
に
対
す
る
筆
者
の
想
い

が
感
じ
ら
れ
興
味
深
い
。
　

　

（昭
和
五
十
六
年
七
月
、
銀
河
書
房
発
行
）



さい。もし貴下が味方になつて下さることを御承知下されば,それだけでもう判

ることなのですが,つまり,私共の主張も全く絶望的でないということになるの

です。

『文学の宿命』は,正に「祈祷書」である。

昭和五十四年十二月八日記

昭和五十六年四月二十三日訂正

(1)

既述の如く,原題は『二人の師匠』である。訳者渡辺一夫が如何なる理由で『文学

の宿命』と敢て改題したのか,そ の経緯が「後記」で次のやうに語 られ てゐる。

我々は,所謂知性及び文学なるものが現世に於いては殆ど殉教的な宿命を課され

て居ることを,ま たこの道を歩む人々は常に重大な覚悟を持たねばならぬことを

教へられるやうに思はれる。本訳書の題名を敢て『文学の宿命』としたのは,こ

の理由による。

なほ同訳者は戦後さらにこの書に手を加へ,やはり創元社から,昭和二十一年十二

月十日,出版してゐる。この姿勢は,ア ンドレ。ジイドの「前言取消し」と軌を一に

する,即ち,懐疑精神から発する事物の本質に一歩でも接近しようとの追求探求精神

の顕はれに外ならない。完全無欠なものがあり得ぬ以上,訂正補加は間断なく為され

ねばならない。初版は昭和十五年十月十八日発行されてゐる。
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の労さへとつてゐる。一方ルツターはエラスムスの温情に却って反発,悪口雑言のか

ぎりを浴びせるのみで一向にエラスムスの願ひを聴き容れようとはしなかつた。

一万フロリン呉れると言はれても,未来の生活でイエロニスム (331-420)の 特

別席を与へられるやうな危ないことをするのは金輪際いやだし,更に多額の金銭

を出すからと言はれても,エ ラスムスの特別席などへ座ることは真平御免だ !

(ル ツター)

この一文が草されたのは,エ ラスムス逝去の報がルツターの許に達した折のことで

あつた。エラスムスを敬慕し熱の籠つた書簡を送つた青年時代のルッターの面影は微

塵もない。両者の決裂離反はヨーロツパを悲惨のどん底にたたき落し,血で血を洗ふ

殺数が各地で繰り広げられた。正に言語を絶する様相を呈した。

エラスムスの流れを汲むユマニスムは,少数の者を除き殆ど聞き取られず,孤立無

援となる。その間,流された血潮の量は想像に余りあるものであった。

あくまで良識を説き人間の分限に訴へるエラスムスは過熱過激を避ける。人間の理

性を越えるものに対しては供手傍観する以外にない。これは,ユマニスムの勁さであ

ると同時に弱さであり,エ スラムスの「勝利と悲劇」 (ス テフアン・ツワイク)に外

ならない。

自由といふものも,反乱を蔵してゐる場合には,私には好ましくない。 (エ ラス

ム ス )

エラスムスは,所謂,異端開祖流の気質など全くなかつたばかりか,無論,悪魔憑

きの徒でもない。デユアメルが言ふやうに,エ ラスムスは我々同様人間としての欠陥

弱点を備へてゐた。利害打算に長じたのみか貞潔勇敢忠実敬虔ですらなかった。余り

に多くを彼に要求すべきでない。然し,エ ラスムスはその世紀きつての「最も知的な

人間」であつたこと,こ れは微動だにしない。飽くまで「人間」であらうとしたのだ

つた。

ルツターがエラスムスよりも,はるかに強靱に鍛練された性格の持主であること

は,私 (デユアメル)に もよく判る。且つまた,こ の世の中で行はれる諸々の偉

大な事件は,ル ツター流の人々によって為し果されるのが普通であることも判つ

てゐる。然しながら,あ らゆる場合を見すべての軽重を量つてみた挙句,私はエ

ラスムスの反発に組みしたい気持になるのである。 (75)

美は静かに,ゆ るやかに進歩するやうである。そしてその後段でデユアメルの祈り

が「ユマニス トの王」,エ ラスムスにささげられる。

エラスムス先生,私共の為に祈って下さい ! しつかりと私達の味方になつて下
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当時,文学者等の生活の糧は王侯貴族権力者への御気嫌伺ひの中で甫 めて得られ

た。エラスムスと言へど例外でなく,「ユマニス トのいやしさ」は己むを得なかつた。

正に「文学の宿命」(1),時代の罪である。

文筆家と申すものは,非常に遠いところから眺めねば効果が出ないやうなフラン

ドルの壁掛のやうなものでございます。 (エ ラスムス)

煮切らぬ,一筋縄でゆかぬエラスムスの面貌 (かほ)が浮んでくる。「曖昧主義の

王様」 (ル ツター)と罵詈され,「エラスムスといふ男は全く一筋縄では行かぬ奴だ

! 一体どういふ立場なのか皆目判らん」 (フ リードリツヒ賢明侯)と椰楡されても

致仕方ない,有耶無耶な態度を持してゐた。併し,そ の全責任を病弱なエラスムスに

押しつけていいものか,少 し荷がかち過ぎやしないだらうか? 『平和の訴へ』を通

読してゐる僕には,彼の心労痛苦の声が聞かれるのみである。

所謂,エ ラスムスの世紀は,新旧両派 (プ ロテスタント・カトリツク)が鏑を削っ

た宗教戦争の時代である。両派共,大義名分を掲げ,「プロクレテウスの寝台」を設

け,容赦なく白黒の決着を迫つた。当然,曖昧不分明な態度は許されるべくもなかつ

た。狂乱狂信の渦中,恒に冷静沈着な透視力を具へたエラスムスは,激昂した群衆の

勇猛心について行けなくなつてしまつた。彼のどつちつかずの姿勢は,飽 くまで最後

の切札だといふことを銘記せねばならない。

他の人達は,殉教者の栄冠を求めるがよい。私は,さ ういふ高貴なものには一向

心が惹かれない。 (エ ラスムス)

彼は争闘に加はる無私な精神など持合せなかつたばかりか,舞台の立役者を買つて

出るやうなお人好しでもなかつた。むしろ,「悲劇の役者」となるより「観客」, しか

も「純粋観客」に踏み止まらうと切望したのである。平和平安堅持の為にのみ彼は筆

を振つた。だが彼の意に反し,結果は思はぬ経路を辿り彼が忌み嫌った闘争,ル ッタ

ーと真つ向から対立してしまつた。

純粋観客は,知識人の妄想である。エラスムスはさういふ妄想を持つてゐたにも

拘らず,一切の争闘に参加せねばならなかつた。物を書くといふことは,即ち行

為であるからだ。 (66)

ユマニスムと宗教改革運動は双生児の如く,「エラスムスが卵を産み,ル ツターが

これを孵した」と云はれた。ところが日増しに過激となつたルツターは,常に説得に

重きを置く,な まぬるいエラスムスの態度に我慢できなくなつて しまふ。両者は決

裂,昨 日友今日敵に一変する。

然し,エ ラスムスはフリードリツヒに書簡を送り陰に陽にルツターを庇ひその仲裁
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<随想>

『文学の宿命』 (ジ ヨルジユ・デユアメル)

林   禾日 入
文学史を超ったものなら誰しもエラスムスの名を知つてゐる。また大半の者は古典

中の古典,最も広く読まれてゐる『痴愚神礼讃』を挙げるであらう。確かに岩波文庫

は版を重ね,今だに読み継がれてゐる。然し,さ ほど人気はない。

エラスムスの著作は膨大であり,凡て当時の共通語ラテン語で認められてゐる。こ

れが因で邦訳も少いのであらう。僕が知るところでは,『痴愚神礼讃』の外『平和の

訴へ』『対話集』『エラスムス書簡抄』,四冊のみである。「ユマニストの王様」, エ

ラスムス先生はきつと涙してをられるに違ひない。 トマス・モーアの『ユー トピア』
が原書から沢田昭夫氏により訳されたのは近年のこと,已むを得ぬことか も知 れな

い。

『痴愚神礼讃』は二人の訳者,池田薫,渡辺一夫氏により陽の目を見た。しかしラ

テン語からの直訳ではない。鶴首し待つ外ないのである。

ジヨルジユ・デユアメル『文学の宿命』の原題は,Deux PatЮns(Paul Hartmann,

1937)『二人の師匠』である。エラスムス以外にセルバンテスが語られてゐる名著で

ある。五度読み返してゐる。

デシデリウス・エラスムス Desiderius Erasmusは , 1469年 10月 27日 (28日 ), ロ

ツテルダムで生れ,1536年 7月 11日 (12日 ),六十七歳でその生涯を閉ぢてゐる。当時

としては長寿の部類に属する。 ギリシア語起源 Desideriusは Desired,っまり「願
ひ求められた」といふ意味である。私生児であつた。

この名前こそ,一人の棄てられた女が,或 る日のこと, 自分を励ましてくれた僧

侶に向つて,き っと涙に暮れながら囁いた名前に相違ないのだ。 (14-15)

情味あふれる涙誘はれる一文である。エラスムスは「願ひ求められ」ねばならなか

つた。また彼自身もこの聖名に生涯7念 らぬ愛着を持ち続けたやうである。「ユマニス

トの王様」と話はれたエラスムスの幼年期は,影の薄い日陰者でしかなかつた。その

当時,私生児がどのやうに扱はれたのか知る由もないが,「私は独りでゐたい」(Solus

eS∝ V01ui)と いふその呟きに少年時代のひだ (残傷)がほの見える。 頭角を顕はす

のは後日諄である。

エ ラ ス ム ス
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3)

4)

5)

6)

7)

Johann Joachiln Vヽincklmann, :Brief, in /ヽerbindung init H. 1)iep。 lder hrsg. v。■

Walther Rehm, Berlin 1957, S. 181.

JuSti,a.0.(上記の個所)S.114.
Ebenda(同 書)S.142.

J.(〕 . Paalzow, KurzgefaSte l´ ebensgeschichte und Chracter des Herrn iPrasidenten

und Abt Winckelmanns in ROm,0.0.1764:W.Rehlm,a. 0.4, 184f.
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las aber in der iKirche gemeiniglich Bucher nach seinem Geschmack".

W. Rehin, a. C). 3, S. 168.

]E}benda 4, S. 78.
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21) Ebenda.
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27)C.Justi,a.0.S.121.

28) Ebenda S. 172.
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9)

10)

11)

12)

13)
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で知人のクライノヴ (Cleinow)氏 と出会った。 この人は図書館の役職でビュナウ伯

(Graf Binau)と 親交があった。図書館はドレスデン近郊騎士領ネーツニツ (Ritte←

gute Nёthnitz)に あった28)。  クライノヴ氏はヴィンケルマンに図書の仕事をすすめ
て,彼がビュナウ伯図書館で働くことが決定した。そこでやっとあきることなく,ま

た疲れも忘れて英語,フ ランス語の文学や古典文学の研究に没頭することが出来た。

自由な祖国への深い憧れに満されて,ヴ ィンケルマンは封建制度下の古い芸術理論家

達に満足しなかった。彼にはカトリック教のローマ美術が典型となり,ギ リシア的民

主主義の美的理念が模倣の対象に値いするものであった。封建的 ドイツに彼は人間の

品格無さへの嫌悪を感じた。といぅのは彼は古代の調和的人間性を尊重していたから

である。後になってローマで彼は古典美術の研究に身を捧げた生活を送 る こ とにな

る。彼にとってゼーハウゼンでは彼の研究上の仕事の遂行は許されなかったが,彼は

特に1764年 に発刊された「古代芸術史」によって,そ の世紀の芸術思潮に多大の影響

を与えた。彼はまた考古学上の近代的理論を基礎づけた。それによって彼は私たちの

偉大な教師になったといえよう。 ドイツ古典文芸並びに美学,特にレッシングやゲー

テはヴィンケルマンから影響受けたことを忘れるわけにはいかない。

今日なお私たちの社会主義の国ではヨハン・ヨハキム・ヴィンケルマンの業績を学

問上の進歩に寄与したことで高く評価している。そして絶えず芸術的観点に於いて彼

の偉業は私たちの現代美学に受け継がれている。

(1980年 8月 6日 トリエステにて)

,主 (Anmerkungen)

この翻訳の原本は OTTO AHRENDT,,,V′ inckelmann als Lehrer in Sechausen"("Das

Altertum''Akademie― Verlag Berlin Band 20,Heft I,1974所 収)である。著者アーレンッ

氏はこの書を記述するに際して,カ ール・ユスティの有名な「ヴィンケルマンと同時代の人

々」, ヴァルター・レームの研究論文やヴィンケルマン書簡集を参考にしている。 その事は原
注を見ても明瞭である。従って原注に関してドイツ語のまま附すことにして補足しないことに

した。ヴィンケルマン資料は日本や外国に於いても見出すのは困難で,研究者の多くが,カ ー
ル・ユスティ氏の著書にたよらざるをえなかった。ニーチェ研究家氷上英広氏がかつて「ギリ

シアを発見したのがヴィンケルマンなら,ヴィンケルマンを発見したのはカール・ユステイだ
と言われる。」と指摘して下さった通り,ユ スティのヴィンケルマン研究は私たちにヴィンケル

マンヘの道を準備してくれたのである。最後にフランクフルトのゲーテ生家の書庫やシュテン

ダールのブィンケルマン協会の年報で現在のヴィンケルマンの研究資料を知ることが出来るこ

とをつけ加えておきたい。

注

1) Carl Justi,VVinckelmann und seine Zeitgenossen I,4.Aul.1943,S.(頁 )109.

2)同書 S.110.
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はソファの上に横になって足を丸太棒に結びつけた。それはわずかな動きでも身体
が

落ちることで彼の目を覚させるはずである。そのようにして彼は夜
の4時間だけしか

睡眠をとらなかった。」ヴィンケルマンは次のように言った。「私は諦念から肉体を鍛

練した。そして 2, 3時間以上眠れば十分だった。」友人は彼が 1年中そんな生活する

ので,不意をついて彼の健康と職のことを懸念した上で強く忠告した。教師は授業の

義務を完全に遂行し,そ の効果を上げるように十分な休息を取らねばならない。ヴィ

ンケルマンは家庭教師としてマクデブルク町のハル トメルスレー
ベンヘ出か けて い

た。長官の御子息ラムプレヒト (Lamprecht)の 大学進学準備のためであった。
それ

はこの 2人の間に深い友情関係を結んだ。しかも愛情に殆んど近いものに進み,少年

はヴィンケルマンの精進に深く感激していた。そこで両親は息子を寄宿生とし
てゼー

ハウゼンヘ送ることにした。ブィンケルマンがなお教頭の任についている間,彼はす

でに他の生徒を自分の部屋に宿泊させていた。それはフリドリ
ヒ・ウルリヒ・アルヴ

ェー ト・フォン・ビィロウであった。ヴィンケルマンはこの少年たちと一緒
にいるこ

とでとても幸福であった。というのは彼はこの友情関係にょっ
てソクラテスのパイデ

ア理念を具体化するものだと考えた。ヴィンケルマンが10歳 も年下の
ラムプレヒトに

感じた愛着は「友というものは完全に相手と同化するまでの目的に至る
こ とで あっ

た。」
27)彼 はラムプレヒトをイタリアヘ連て行き,彼と共に一つの地位を得ることを想

ぅ。そして彼は軽卒にもその少年に大事な金額をまかせて,欺かれることになった。

ゼーハウゼンでの,こ の風評は大変な悪評となり,彼にとってマイナスにならない

わけにはいかなかった。教頭が夕方には少年と腕を組み,肩を並
べて往来を歩いてい

るのを,住民たちは見て,す っかり驚いた。この珍事もヴィンケルマンがゼー
ハウゼ

ン教師活動中に起こした複雑な事件であった。彼がこの時代のことを自から告白
した

ように「奴隷にも等しい仕事」は彼にとって全く耐え難いものであった。官職
の煩わ

しい義務の中で,不注意な,我がままな子供たちと理解の無い両親と同様,彼の先任

者たちの厳しい強制と批難は彼に辛い重荷であった。この当時特に不幸な
ことが重な

って彼の母親が67歳で亡くなった。

これを契機にブィンケルマンはゼーハゥゼンを去って新しい生活を始じめようと決

心した。彼は一つのより高い目標に向って努めた。そのためにまた職さがしに奔走し

た。まず彼は大学での働き口を思ぃついた。しかしそれは当時学者にとっ
て十分な給

料が保障されていなかった。彼らは他の仕事なしに唯学問研究に打ち込 み た かった

が,不可能な状況であった。それ故ヴィンケルマンは愛好しているギリシア語で生活

を立てることを断念して,失意のうちにシュテンダールヘ 帰郷 した。幸いにもそこ
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―ハウゼンから彼は半日かけてマクデブルクヘ歩いた。度々彼はハル トメルスレーベ

ン (Hardmelsleben)あ るいはプラウンシュヴァィク (Bmun∝hweig)の長官の家に

立寄った。また彼は毎年 2回 ライプチヒヘ旅行した。というのは聖堂や美術書店を訪

ねるためであった。食事をへらして貯わえたターレルを,こ こで惜しげもな く彼 は

ギリシア作家の著書に出費した
22)。 このような原書を手に入れるのに彼は大変な苦労

と努力を払わねばならなかった。彼がハンブルクで亡くなった神学者で,高等学校教

授ヨハン・アルベル ト・ファプリキウス (Johann Albert Fabricius)の 著名な図書競

売を聞いた時,その中にはローマやギリシア作家の有名な原書が含まれていたので ,

早速彼はハンブルクヘの旅行計画をたてた23)。 旅費が欠けていた時には,彼は途中で

知りあいの貴族や牧師や役人を訪ね回り,彼等にその旅費を工面してもらい,や っと

のことハンブルクヘ到着した。そこで困窮の中に節約していた資金でラテン語やギリ

シア語の原書を購入した。しかしそれは彼を旅から旅へ駆りたてるばかりか,彼を大

変旅行好きにした。途方もないエジプト旅行を計画し, ピラミッドのもとで古代美術

を研究しようと彼は真剣になって,少 しでもお金を節約するのに余念がなかった。だ

がそれだけはいくら節約しても不可能に違いなかったろう24)。

住民との居住共同体の小さな地方では,研究者たちは自分自身の研究課題と完全に

取り組むために住民との絶えざる,妥協的接触の中にしかありえなかった。彼等はそ

こにしっかり定住しているほかはなかったのである。そしてそこから余り長く離れる

ことは許るされない。しかしヴィンケルマンは少しでも一歩進め,新 しい情報をつか

み,学校のためにも資料集めするにも旅は欠かせなかった。更にその町に定住してい

る人々やシュナンケンブルク氏も残念ながら彼の旅行計画に理解を示してくれそうも

なかった。というのは人々は「見聞することへの関心や欲求」
25)を
少しも持ちあわせ

ていなかった。

ヴィンケルマンの人生に対する姿勢は小市民的環境とは全く異なっていた。彼は実

務日程に従って生活していた。それは多くの可愛い青少年を冷たい墓場へ送るような

ものであった。シュテンダールの医者ウーデンは話している26)。 「冬中彼は小さい足

をベッドに差し入れるだけで書物の前の安楽椅子に座ったままである。同時に目を覚

している時には再び仕事が出来るように,後年ローマヘ持っていく毛皮服は彼を冬の

寒さから守ってくれた。彼は実際昼間真面目に働らき,学校の教育に献身した。しか

しそれから彼は真夜中までギリシア作家の作品について研究していた。その後彼はラ

ンプを消して 4時まで椅子にもたれたまま眠った。 4時から彼はまた明かりをつけて

6時まで読書した。十分な朝食も取らず,彼は 9時から仕事に着手した。夏期には彼
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かった。先任者パールツボ氏も (彼はヴィンケルマンより8歳年上で1736年から教頭

で1739年から校長になった。)あ らゆる面からヴィンケルマンを見ていた。彼は次のよ

うに述べている。「ギリシアとローマの古代研究に彼は熱心でそれに没頭していた。教

会では彼はたいてい彼の好きな書物を読んでいた。」
14)それ故にブィンケルマンは形式

的カリキュラムの授業に不満であった。それでも彼は学校の仕事をおろそかにしたわ

けではなく,十分果していた。そして 1764年 9月 22日 付のフュスリィ (Fi31i)への

手紙に彼は書ぃていた。「………私は大変熱望して教師になった。あのかさぶただら

けの汚れた子供たちにABCの 教科書を読ませた。」15)ヴ ィンケルマンの友人たちは彼

が自分の研究に愛着の余り,忠実な教育家としての使命,生徒たちへの授業をなおざ

りにしていないかと懸念した。しかし誰も彼に決して仕事上の怠慢を指摘することは

出来なかった。ヴィンケルマンがゼーハウゼンで教師として過した時期は彼の悲じむ

べき,暗い,辛い時であったろう。このような事を彼は1753年 3月 29日 に彼の友人コ

ンラト・フリドリヒ・ウーデン (Konrad Friedrich Uden)氏 に伝えた。「私は (そ こ

で)多 くの犠牲を払った。確かにゼーハウゼン学校での如き奴隷以上の時は決してな

かった。」
16)ま た 5年後に彼はフランヶ (Francke)氏 あてにローマから書き送った。

「私は怠けたことを今も取り戻している。私はそれを敬愛する神から要求
された。私

の青年時代は余りに惨め過ぎた。従って私の教師時代をいつまでも忘 れ る ことはな

ぃ。」
17)

ヴィンケルマンがゼーハウゼンで送った生活は丁度仕事に明け暮れ,落着く暇さえ

なかった。 ベル リンのケルニシュ・ギムナジウムの校長バケ (Bake)は ヴィンケル

マンの17歳の教え子であったが,批判的にみている。「落着きのない,移 り気な生徒

だった。」
81)家では孤独で,近所との仲が悪く,彼は昼も夜も働き続けた。それから彼

は何度も近い所かあるいは遠い所へ急いで足を運んでいた。当時彼が出会った旅行者

は数えきれなかった。彼は年に 2回マクデブルク (Magdeburg)の ボイゼン氏を訪ね

た。ボイゼン氏は「ブィンケルマンが旅行中見聞した,新 しい情報を知 らせ てくれ

た。いつも彼は徒歩旅行で忙しかった。」と言った。

ブィンケルマンがしばしば旅行に出かけた理由は一体何であったのか。彼はギリ
シ

アの原書を手に入れようと努め,それが不可能な時には有名な図書館を訪ね,参照し

ようと思った
19)。 そのために彼はハレヘ旅立ったりした。ゲンツメル (Genzmel)は

彼が「パ リアカデミーの研究報告」からの個所を筆写していたことを伝えた
20)。 それ

からウーデン氏は言った。「1747年の冬期, 彼は英語を学んでいた。従って彼は
ハ

レ (約200km)へ 徒歩旅行した。」「そこで語学に堪能な人から英語を修得した。」
21)ゼ

- 24 -



ヴィンケルマンは教師と教育者でありたかった。そして生徒たちに古代芸術作品の

美と真実を紹介しようと思った。彼はそのことを特にギリシア人の古代作品の中に読

みとっていた。即ちヴィンケルマンの心中にはギリシアヘの憧憬が早くから芽ばえて

いた。すでに故郷のラテン語学校でいつの間にか,そ んなはずではなかったであろう

が,ギ リシアに関係することに心惹かれ,勉強しないわけにはいかなかった。そのた

めに彼流のやり方で彼はその時から学則に反した言動をとっていた。こうして今や彼

はゼーハウゼン学校でもギリシアのことに熱をあげていた。ブィンケルマンは彼の趣

向に従ってギリシア語への最善の努力を尽して学校の授業プログラムにそれを重要な

科目として採用して,生徒達にギリシア語やラテン語を教えたかった。それに対しシ

ュナンケンブルク氏は古典語教授に疑惑を抱き,異議を申し込んだ。ボイゼン氏はラ

テン語の教授を正当なことだと主張した
。)。 ゼーハゥゼンでの就任の際に行った演説

は勿論彼が「美しい文体と立派な教養を身につけている。」
10)と
評価された。ヴィンケ

ルマンが 4月 16日 に採用された時,特に彼自身勉学することは許るされていたはずで

ある。彼はラテン語の教養があだになって,長官の感情を害した。彼は数年して少な

からずラテン語とギリシア語の文芸家についての授業を改訂せざるをえなかった時 ,

ブィンケルマンはローマからゲンツメナ氏にあてて,検査官を問いつめてたずねた。

「私が唯一のラテン語作家を少しもわかっていないと彼はなお主張するだろうか。」
11)

従ってブィンケルマンは授業に於いてもうラテン語を多く振り向けなくなった。彼

はそのことで確かに長官のみならず,生徒の両親とも論争することはなくなった。彼

等は自分の子供たちがこれから十分苦しめられずにギリシア語から解放されて12)聡明

になるという見解を抱いた。なるほどギリシア語の授業は生徒たちにとって難解でも

あった。またかなりの負担になっていた。といぅのは生徒たちは勿論ヴィンケルマン

が取り上げたいテキストを持っていなかった。彼はそれで生徒のためにギリシアの作

品から,素晴しい文章の個所を自から書き写す以外に残されていなかった。それは彼

にとって大変な労力を要して,誰れからも一度も彼に感謝されなかった13)。 むしろ父

兄は彼が生徒たちと一緒にギリシアの作家の原書を読んだことをとても批難した。

生徒の年齢に応じて与えたホメロスの叙事詩は常に感激と興味をひき起した。しか

しギリシアの作家の原典を読むことはゼーハウゼンのような学校ではかなり無理であ

った。ヴィンケルマンが異教の作家たちに多くの知的注目を向けたことで,彼が祖国

に於いて,無神論者と呼ばれ,譴責と解雇とで脅かされたことは少しも不思議ではな

かった。彼によって採択された新しい教材に人々は耳をかさず,ヴ ィンケルマンヘの

不信感をかうばかりであった。また一方シュナンケンブルク氏とも折り合いがつかな
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になっていたからである。この人はルピインシェンのナッケル (Nackel im Ruppin―

∝hen)出 身で 31歳になって, もう聖ペリ教会の正牧師と地方監督を重ねていた。学

校に対する教会の圧力は1918年まで続き,権威があった。というのは地方の牧師が各

学校運営を監視したからである。そのようにして両方の関係が調子良くいく場合には

教師と学校にとって有益に違いなかった。シュナンケンベルク氏は任務上ヴィンケル

マンの件で考慮することになった。しかし一方彼にも家庭の不幸で悩まされていた。

彼は誰とでも争うことが多く,彼の部下たちを悪く処遇したことが原 因 となってい

た。ところで彼の官舎はヴィンケルマンの家と斜め真向いあって,どんな場合にも彼

はヴィンケルマンの行動を監視し得た。この地方監督はヴィンケルマンの官職の一部

を取り下げることが出来ずに,今や不気嫌になっていた。それは先任者の教頭が続か

なかったことを彼自身承知していたからである。この対立は後のドイツ国家と教会の

分離まで残された。当時では教師が説教し,教理問答をしたり,そ の上弔辞を述べて

いた。ヴィンケルマンは十分に牧師的任務にも服して儀式を守った。しかしもう学校

では彼は確かに学則に違反した行為が見られた。そんなふうに私たちは彼を受けとめ

ている。しかし彼はかつて学業中神学の講義には無関心に聴講した。というのはその

時間を利用してヴィンケルマンは一般に古代ラテン語作家の作品に秘 そか に没頭し

て,そ の慣用句をノー トに抜粋していたことはまれではなかったからである。そのこ

とで彼は神学教義の内容よりもっと良い趣味に目を向けていたのであろう。彼の年老

いた教師はそのことに気づいて, とても厳しく彼を罰した。この教師はあらゆる方法

を用いてブィンケルマンの逸脱する行為を制限しようと試みた。しかしこの点に関し

て彼は自分の信念を変えるわけにはいかなかった。それは彼が将来古代言語と知識に

よって神学的立場から飛躍しようと,そ の時期から暗に秘していたのであろう
6)。

彼は確かにゼーハウゼンでも,すべての教会的行事に出席して仲間達の中で食卓を

楽しんだ。人々は機会をみて彼を招待していた。牧師や監督官の講話を傾聴すること

を彼はいつも心得ていたが,それは実際のところ彼には儀礼的にすぎなかったであろ

う。というのは礼拝の時間,彼は誰でも大変腹を立てるような振舞いをやって,全 く

信仰を無視しているとしか思われなかった。つまり彼はホメロスや他の作家の作品を

読んでいた
7)。 そういうわけで人々は彼の信仰を強く疑ってかかり,更に彼を無神論

者だときめつけた。1757年 9月 の手紙の中でこう語っている。「私は自分の祖国の中

で裁かれて,無神論者と呼ばれた。そして譴責と罷免で強迫された。」
3)ま た彼の検査

官の評価を判断して彼は友人たちにこのように告白した。彼らはそれ故検査官のヴィ

ンケルマンヘの強迫を地方長官に告発した。
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彼の給料は120タ ーレル支給されることに な った。その上教会から43.30タ ーレ

ル,寄付金40タ ーレル (1709年に食事代として受ける。)埋葬,結婚,新年贈物そして
個人指導からの住宅手当40タ ーレルをも受け取ることになった。古典語以外に彼は幾

何学,論理学そして歴史学の授業を担当した。ブィンケルマンは出来るだけ倹約して
生計を立てた。彼はその上シュテンダールの病院で暮している年老いた父にお金を仕

送りした。彼が節約した資金で沢山の書物を買いこんだ。

最初のうちはヴィンケルマンも学校の仕事に心から満足し,それは彼は多くの喜び

をもたらしていた。彼の上司達は彼が熱心に義務を果しているのを認めた。しかし残

念なことに次第に状況が急変して,悪い結果が起った。生徒たちがマクデブルク,パ
ールベルクそしてクロスベルゲヘ行った時,人々はボィゼンのことを批難し始めた。

彼は学校のことよリヴィンケルマンのことだけを熱心に配慮したからである。そして

彼は自分自身のかつての実績を不減にしようとした4)。 住民たちは誰でも自己の利益
のために生活しようとするなら,気分を悪くするものである。自分の思い通りになら

ず,辺部な地方に送られた教師には,たいてぃその場所の環境に完全に順応して,仕
事に精を出す以外に道はなかった。

ヴィンケルマンは女性への関心がなかったと言われている。従って彼は自分自身の

将来の希望だけに気を配つていた。それは彼にとって必しもよい方向に運 ば なかっ

た。生徒たちの両親は彼との関係が日を追う毎に面白くなくなった。一般に人々は,

住民と牧師と教師間の親しい共同体が続くことが当然だと思っている。夕方には居酒

屋で誰でも一緒にビールを飲みながら雑談したり,ま たそこに彼等は教師を招いて,

特に祭の時などは大変楽しんだのである。確かに始めはヴィンケルマンがこの招待に

応えられなかった時も,みんなは寛容に彼に悪い気持を抱かなかった。両親たちも教

師の所に行き,生活や仕事のことで相談した。彼はそれに応じて彼等のために話し相
手になり,助言することに努めた。

牧師と同様に教師もこの町では最も大切な人たちであった。彼等はこの教師との関

係に於いて,彼 らの農業,牧畜,養蜂の仕事の件で気持ちよく相談をもちこんだ。し

かし彼等はヴィンケルマンが全く孤独に生活し,近所つき合いがなくて,学問のみに

没頭していることに不満をいだかざるをえなかった。それがヴィンケルマンにとって

益々悪い結果にいたった。更に1744年 11月 9日 にまぎれもなくある事件が起った。学

校の試験が済んだ後,ヴ ィンケルマンと勉強嫌いの生徒たちの間にいざこざがあり,

公的調停までもちこまねばならなかった5)。 彼の状況は日増しに悪化していくばかり
になった。というのは当時の教会検査官ヴァレンチン・シュナンケンブルクとも不和
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人は穀物商や醸造業と並んで農業と牧畜とで生活した。それ以外ここには2つの中世

の大きな教会が残っていた。ゼーハウゼン学校はメランヒトン (Melanchthon 1497-

1560)の 教育理念が権威となって,中世時代に創立された。古い聖フランシスコ派修

道院の中に30年戦争以前は4ク ラス編成であったが, 2教室で行れた。教室は子ども

達にとって,社交室に過ぎなかったし,冬期には共同体の場所と変わり,授業が続け

られた。

この学校は時代の経過のうちに衰退していた。1736年 に12人の生徒たちだけが上級

クラスヘ進学した。能力のある生徒の不足で学校経営は殆んど不可能に近かった。若

干の時期を経て,こ の学校の状況は再び改善されて,今度はギムナジウムに変更され

た。それはハルベルシュタット(HalberStadt)出 身の神学志願者フリドリヒ・エベル

ハル ト・ボイゼン (Fried五 ch E“rhardt BOy∞n1720-1800)に よって運営された。

ブィンケルマンはハレ大学で彼より3年後輩で一緒に学業に励んた。この学校でボイ

ゼンは教育的理想と情熱をもって従事した。それはいわば博愛的精神にあたいした。

彼の授業内容には最初から,彼の流調なラテン語,ギ リシア語, シリア語そしてユダ

ヤ教律法集の知識によって,すでにゼーハウゼンの住民と生徒に深い印象を与えた。

彼は大変な熱心さでゼーハウゼン学校を新しい教育方法で運営し,一方ではもはや当

世風とは言えないものを固守した。ボイゼンは週36時間公開授業をして,彼の人生の

自由な時期を学校教育に捧げた。

彼はなによりも生徒たちと一緒に学ぶことによって彼等を育成した。このようにし

て特にラテン語の授業も彼等に受け入れられた。結果としてボイゼンは学校教育の水

準を非常に高めた。そしてこの学校は1743年頃には大学進学のために沢山の生徒を卒

業させることが出来た。しかしボイゼンが後にゼーハウゼンを去ってしまうと,学校

は完全に廃校に追いこまれた。

ヴィンケルマンがこの活動的先輩を持ったことは彼にとって大変不運であったかも

しれない。勿論学校に捧げるつもりだったが,学校経営のために生徒たちをかき集め

るのに苦労しなければならなかった。 1743年 4月 8日 , ブィンケルマンは市参事会

員,聖職者そして学校教職員の前で実際に公開授業をやってみせた。彼は神学に於い

ての贖罪に関して,哲学では観念論について話した。そしてギリシア語, ラテン語そ

れにヘブライ語の知識を示した。 4月 16日 に彼は荘重なラテン語で就任 演説 をやっ

た。その上ノルテ氏は彼に良い推薦書をそえてくれた。こうして彼はみんなから異ロ

同音に選ばれた。というのはゼーハウゼンの人々は先任者ボイゼンに続く活動的後継

者を見いだしたことでとても喜んだからである
3)。
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<翻訳>

オット0ア ーレンツ著

『ヴィンケルマンの教師時代』

前 田 信 輝 訳

ヴィンケルマン(J∝chim Winckelmann 1717-1768)は ゼーハウゼン (&ehau∞ n)

での教師時代を常に彼の人生の最も暗い時期だとみていた。それは彼を苦難,孤独そ

して過酷な仕事に厳しく駆りたてたことにある。それ故彼はついに祖国を去る決心を

仄めかしていた。しかし先ずどうしても生活を保障してくれる職業に就かねばならな

いと考えた。そこで彼は1743年初頭以来,確実な仕事をさがし始めた。
ヴィンケルマンはフリドリヒ・ル ドルフ・ノルテ (Friedrich Rudolph Nolte 1691-

1754)の人柄に父親の愛情を感じ, 親しくなった。彼は当時, アル トマルク (Alt―
mark)町の最初の教師に,ま たプロイセン国家の初代教会管区長に任命された1)。 1740

年に彼はアル トマルクとプリークニツ (P五egnitz)の総監督官 (Generalsuper inten―

denten)に 就任した。ヴィンケルマンはまた優美主義者としての彼を認めた。彼は正

確なラテン語を話し,句読点のないヘブライ語を読んだ。その上彼は歴史書なしに民
族移動の年代記を覚えていた。ノルテは 1743年 にギリシア詞華集を 出版しようと思

った。

彼はヴィンケルマンに適した職業を世話しようといつも気にかけていた。差し当り

彼はシュテンダール (Stendal)か ら北へ 2マ イルのアルネブルク (Arneburg)学 校

に就職すること2)をすすめようとしたが,ヴ ィンケルマンはこれを断った。といぅの

は彼はそこで四つの任務,授業,オルガン演奏,唱歌の指導そして説教 (宗教)を担
当することになるからである。そして1741年には彼にゼーハウゼン学校の教頭職が与

えられた。しかし実際ブィンケルマンは当時それに就きたいと思わなかった。何故な

ら彼はパ リヘ旅行する計画をたてていたからである。彼は確かにこの職に就くつもり

はなかったが,生活上就職せざるを得なかった。彼はノルテから推薦書を受け取って

いた。今や市参事会員たちの前で自から自己紹介をすることになった。ヴィンケルマ

ンにとって思いかけず, 5年間過すことになるゼーハウゼンは1150年頃オランダ人が

移住してきて, 当時アラント (Aland)の アル トマルクの小さい町であった。そこは

とても発展して,ヴ ィンケルマン時代には250軒の家と約1,340人 の人口になった。人
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在の病的不安であるのに対し,ロ ーマヘの帰途を決心して以来,駅馬車で トリエステ
ヘ向う時には健康的になり,南国の光が彼の心を晴々とさせる。彼にとって ドイツは

暗い風土で過去のにがい苦しい生活を思い出させるにすぎなく,創作活動の自由を奪

う恐れと生命の枯渇を暗示させるかもしれないが,皮肉にもローマヘの帰途は彼の死
への旅となった。

トリエステでの殺害の時まで彼の精神状態は常にローマでの古代美術への新しい創

作活動とギリシアヘの巡礼の旅の希望に溢れていたことである。

駅馬車と船は彼の目的地への重要な役割を持っているが,運命的死への橋渡しであ

る。

踊子のビィスと宿の少女ゼラフィナは彼にとって古代の女神と理想美としてプラト

ニックな愛の伴侶である。

アルカンゲリが丘の上で一匹の蝶を殺したことはヴィンケルマンヘの殺害を暗示さ

せる。

青白い顔の外科医とのブィンケルマンとの出会いは来るべき悲劇を迎える関係であ

る。

ヴィンケルマンが雑沓の中で見た葬列は自分への死の影を投映しているのかもしれ

ない。

博学で純心なヴィンケルマンに対して無学で前科者アルカンゲ リはトリエステでの

偶然の出会いによってお互いがお互いの存在を知れば知るほど,現実的利害の前に破

局をもたらすことになる。

殺害の理由について,ハ ウプトマンにおいてはヴィンケルマンのローマでの地位を

ねたむジェスイット派の陰謀にあるに対し,ベ ンゲングリューンは偶然と利害が人間

の運命を左右していると語っていないだろうか。またそれはヴィンケルマンのアポロ

的世界とアルカンゲ リのディオニオス的世界の悲劇的出会いではないかと思う。

私は トリエステのブィンケルマンの墓前で彼の死に様がどうであれ,ゲーテの西東

詩編「死せよ, そして生れよ。」(氷上英広訳)と いう深遠な言葉でもって, 彼の古

代ギリシアヘの悲しい白鳥の歌を想起してやまない。

(1982年 3月 14日 )

参考資料

ゲルハルト・ハウプトマン 横溝政八郎著 (郁文堂版1976年 )
Karl Migner:ヽ Verner Bergengruen ``IDie letzte ReriSe" Betrachtung der Novelle im

Rahmen der Klassik(R.01denbourg Verlag Minchen 1961)

ベルゲングリューン「スペインのバラ」編者野島正城 (郁文堂版1952)
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心を抱く。

22)ア ルカンゲ リはその日暮しの身でありながら,金銀やぜい沢品などには異常な

程の愛着を持っていた。そしてヴィンケルマンの生活の一面の素晴しさを見のがさな

なかった。それをとてもうらやみ始めた。

23)彼はヴィンケルマンのウィーンでの滞在でテレジア女帝から金メダルを受けた

ことの話しを聞いて驚いたばかりか,それを見せてくれることを強く切望する。

24)ヴィンケルマンは自分の貧しい少年時代,そ して成功した今,時にはアルカン

ゲリやゼラフィナと話し相手となり,こ れからまたローマでの研究生活を思うと,と

ても満足した気分であった。しかしまた一方アルカンゲリが船便をさが して くれる

が,いつも無駄に終わり, トリエステで無益な日々を送っていることに不安を感じざ

るをえなかった。

25)ついに明日出航する船を彼らは見つけて,アルカンゲリは淋しくなった。今は

一刻も早く金メダルを見せてくれるように願った。サンジェス トの城塞の丘でアルカ

ンゲリは一匹の蝶を笑いながら押しつぶした。アルカンゲリは別れが辛いのか悲しげ

な目で次第に回数が少くなり,それに反しヴィンケルマンは混雑や葬列を見ながら,

トリエステでの今までの無為の時間を惜しみ,限 られた人生を越えたギリシアの永遠

の女神に沈潜していた。

26)突然,ブ ィンケルマンはアルカンゲリに船より駅馬車でヴェネチヤに今日立つ

ことを言った。するとアルカンゲ リはあわててメダルをすぐに見せることを願った。

27)ブィンケルマンは部屋で トランクを開いた時,ヘルクラニュウムの石棺に身を

かがめたことを思い出しながら小箱を取りだした。その時,背後から黒い影が彼の首

をヒモで締めつけて,アルカンゲリの手にナイフがきらめいた。長い格闘の末,彼は

ヴィンケルマンの胸と下腹にナイフを突き刺した。彼はゼラフィナにだかれていた。

かってヴィンケルマンに懇願した,あ の悲しげな青白い顔の外科医のもとで彼はアル

カンゲ リを許すかの如くやすらかに息をひきとった。ヴィンケルマンが何者であるか

を誰れも知らなかった。

以上のことが「最後の旅行」の概要である。ベルゲングリューンはロマン派のシュ

トルム, メリーケそしてヘルマン・ヘッセのような繊細な抒情的文体でなく,極力文

章を凝縮して簡潔な筆致で主題を叙事的に追求するので美しい描写とはいえないが ,

内容の展開はそれに反して,切迫した緊張感を読者に与える。恐らく彼はそれ故ジャ

ーナリスト時代の筆使いから離れていないと思う。

彼の構想に関していえば,ヴ ィンケルマンがウィーンや ドイツヘ入ることが彼の存
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不可解な対話。

12)や っと新しい馬が準備されて,駅馬車は出発する。彼は踊り子のビィスのこと

が浮んできたり,昨夜の懇願してきた外科医の青白い顔に悩まされる。 トリエステか

らアンコラ行の船の出航が気になってきた。早くローマに行き,仕事をしたい気持ち

になる。駅馬車の遅れが不安となり眠れそうもなかった。

13)ト リエステの町に到着し,宿場の二階に部屋をとる。まだあどけない,可愛い

少女のゼラフィナが部屋の中を整えてくれた。

14)そ の部屋の窓から港の船が眺められ,陽光が入りこんでくる。

15)混みあった大衆食堂で自分の名声や学者であることを隠してひかえめに客達の

中に入り,片隅のテーブルで食事する。隣りで食事していた好青年に話しかけられ ,

ヴィンケルマンは次第に親しみを感じていく。

16)そ の男はフランチェスコ・アルカングリと言って,ヴ ィンケルマンの部屋の隣

りに宿泊して, トリエステの町のことや船便のことにくわしくブィンケルマンに親切

をよそおって,近づいてくる。

17)ヴ ィンケルマンはアルカンゲ リの華美な身だしなみと趣向,人なつこさ,心を

開いた陽気さ,自然な振舞いにひきつけられる。

18)アルカンゲリは船主のラグデイニ氏を知っているので,彼の船ヘヴィンケルマ

ンと出かけるが,出航しないことがわかり,他の船をさがしてまわるが失敗 に終 わ

る。彼はヴィンケルマンをがっかりさせないように必ずさがしてあげると言って希望

をもたせる。彼はヴィンケルマンが何者であるかに興味を向ける。

19)小柄なゼラフィナの世話がヴィンケルマンをなにより喜ばせて,な んともいえ

ないやさしさと美しさを感じる。

20)朝 ,彼はホメロスの書物を読書した後,アルカンゲリと一緒にカフェーで朝食

をすませ,ま た港へ行き,船便をさがすが,徒労に終わる。彼等は雑沓をさけて,静

かな通りを歩きながら,ヴ ィンケルマンはアルカンゲリの放浪生活を聞く, しかし彼

には秘密があり,それは詐欺で刑を受けていたことである。彼はこのことには少しも

触れず,今 トリエステで職が見つからないので,ウ ディネの町へ出かけようとしたと

ころであなたに出あったのだと話した。ヴィンケルマンはローマやウィーンでの冷静

な社交性を欠いていることに気づいていなかった。

21)ア ルカンゲリはヴィンケルマンの生活と職業を知ろうといろいろとたず ね る

が,ヴ ィンケルマンは重要なことになると話しをぼかす。アルカンゲリは一方ゼラフ

ィナのヴィンケルマンヘの親切な世話に嫉妬したり,ヴ ィンケルマンにいくらか猜疑
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メダルを受けるが,直 ぐに彼だけローマにひき返す,途中 トリエステ港で前科者アル

カンゲリに殺害された。

すでに書いたようにハウプトマンと同様にブィンケルマンの不可解な最後の旅行が

ベルゲングリューンにも謎めいていることと故郷へもどれずに旅の途中で悲運な死に

深い共感を抱いたと同時にドラマ化せざるをえなかったと推察する。

処で彼は「最後の旅行」の内容と構想をどう扱っているのだろうか。

1)ウ ィーンでの彫刻家カバケピイとの悲しい別離とヴィンケルマンの病的までの

熱ぽい,落着かない言動。

2)駅馬車でのヴィンケルマンは疲れて誰れとも話せず,眠 っているように見せか

け,ロ ーマのアルバニ宅での仕事のことを考えたり,人の話をぼんやりと聞 いて い

る。乗客の商人,神父,年老いた夫人の雑談。

3)単調な昼と夜の中で進行する車輪の音,窓外の風景,ブ ィンケルマンはうつら

らつらして,夢を見たり,急に目を覚す。乗客も話しにあいて,退屈する。

4)3日 目に宿場駅で新しい馬が皇帝用急便に使われて,長 く待たされることにな

る。

5)ヴ ィンケルマンは十分休養したのか,元気が出て,別に急ぐこともなく,外の

陽光を楽しむ。馬車から自由となり,あてがわれた部屋に トランクをおいて食堂で乗

客たちが待たされていることで不平を言いあっていることに反して,おいしく食事を

とる。

6)夏 の午後の陽光にさそわれて,彼はにぎやかな町から,青い空と緑豊かな自然

を相手に散歩する,サ クランボ売りの女と出会う。

7)彼 はポンペイ, シシリアそしてギリシアの古代的世界を夢想して木陰で休む ,

ドイツヘ向った時の病的気分はすっかり吹きとんでしまう。

8)樹木と茂みの空地でロンバルジャの青年や曲芸師たちを見かける。踊りの練習

をしている女の子ビィス,猿と馬,ぬいものをしている女,ヴ ァヨリンを弾いている

老人。

9)ヴ ィンケルマンはヴァヨリンの音にあわせて綱渡りして, リズミカルなダンス

をする優美なビィスに心惹かれる。そこに古代的健康さと高貴な静かさを亨受する。

10)ゼ ーハウゼンでの教え子ラムプレヒトとの友情やローマでの画家メングスの妻

マルガリタヘの愛を思い出しながら, ビィスという少女の軽快なダンスに酔いしれて

いた。馬車のことなど頭に浮んでこなかった。

11)一夜の宿をとり,食堂でワインを飲む。一人の青白い,心配そうな外科医との
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らく彼の生涯に於いて絶えず居住地を転々としていることにもその要因を感じる。ロ

シア帝政下のリガの故郷から締め出され,第一次大戦でロシアと戦い,敗北してベル

リンからミュンヒェンヘ移り,1936, 7年には彼の著作活動がナチス政権によって弾

圧を受け,同年にまた内面的問題でカトリックに改宗している。1942年第二次大戦で

彼の家が破壊されるとチロルに移転する。1958年以後スイスのチューリュヒに,最後

に 1958年にバーデン・バーデンヘ居をかまえる。彼の生活は決して安定したもので

なく,追放に始まり,放浪の旅路ではなかったかと思う。

次に彼の文学作品の傾向とその関係はどうであったろうか。初期の作品にはロマン

派の神秘的世界,ロ シア近代文学のリアリズム,故郷のバル ト地方の伝説的要素そし

てミュンヒェン時代以後,イ タリアに好んで旅行することなり,バロックやルネサン

スのイタリアに惹かれて,南欧の明るい世界を作品の舞台にすることが多くなる。当

然ヴィンケルマンのことも予感されうる。

彼の作品のポイントは常に様々な人間模様の危機的 ドラマの展開であり,主人公を

何か異常な事件に巻きこんで,そ こに苦悩する人間を立体的にとらえ,その行動の背

後にひそむ意図や心理を刻明に描写して行く,主人公を悲劇的運命に追いこむのであ

る。従って彼の人生観は人間存在の内外の危機と不安な限界状況を明かにすると同時

に宗教的光を投入するか,ま たは人生の測りしれない運命を秀視するかである。彼が

ヴィンケルマンの悲劇的最後を取り扱ったことも上記の作者の人生に対する見方や主

題がクモの糸のようにからみあう適当な人物であったと思う。

ヴィンケルマンという人物をここで伝記的に簡単に述べておくことは「最後の旅行」

の作品の上でいくらか参考になるであろう。彼は1717年北 ドイツのシュテンダールで

生れ,父は靴職人でポーランド領のシューレジェン地方出身,貧困生活の中にラテン

語学校,ハ レ大学で学んだ。神学の勉強より古典ギリシア文学や芸術に興味を示し,

研鑽した。故郷に近いゼーハウゼンで小学教師に就くが,生徒の父母や上司と不和と

なり,ま たある少年との誤解を生む友情関係で追放される。 ドレスデン近郊のネーツ

ニツのビュナウ伯図書館勤務。ゲーテの師エーゼルから古代美術の見方を学ぶ。ロー

マ留学のためにカトリックに改宗して, ビュナウ伯や ドレスデンの知人と不和。1755

年「古代美術模倣論」発表,同年ローマのアルバニ枢機卿宅に滞在して古代ローマ,

ギリシア美術品の研究,1764年代表作「古代美術史」発表。 ドイツの画家メングスと

の深い交友。彼の作品はヨーロッパ中のアカデミーに多大な反響,法王のプァチカン

の美術品監督長官就任,1768年彫刻家カバケピイと共に故国 ドイツヘ旅立つが,絶え

ず不安と熱病に悩まされ,ウ ィーンで女帝マリア・テレジアから彼の業績に対して金
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いては歴史的な知識を十分持っていた。ジェスイット派の政治的立場 (注 :ロ ーマで

のヴィンケルマンの地位に対立して彼の生命をねらっていた といわれる。)と ヴィン

ケルマンの関係にも目を向けた。しかしヴィンケルマンの伝記上の個々の場合を用い

ているにもかかわらず,確実な事実のディテールを越えて,悲劇的不可避性と神秘的模

糊に陥っている難はどうしても残るのである。美少年デシデリオ (注 :友人の画家メ

ングスのモデル少年)も ,殺人者フランチェスコ (注 :前科者で トリエステでブィン

ケルマン殺害)も ,共にアルカンゲ リという名を持っていたということは,単なる偶

然以上のことを意味していることのシンボルになってくる。デシデリオのギリシア的

美は空想美と変わり,それはまた殺人者の魔力的醜悪に変じる。ここに現実以上の,

聖にして非合理的な性格が生み出されている。ギリシア的美の中に包合されている超

人性と悪魔性の審美的混交である。ハウプトマンはヴィンケルマンの悲劇的生涯に深

刻な意味を与え,ヴ ィンケルマンの心中の恐ろしい葛藤を究極の処で解決しようとし

た。しかし彼は トリエステの事件の謎を単に事実だけによって片付けたくはなかった。

そして結局この断片をまとめる創造意欲が満ちなかったのであろう。ハウプ トマンの

意図はひとりの天才の運命の神秘な幕を読者に向かって取り除き, 自己の恐れの犠牲

になったギリシア的人間の悲劇としたかったわけである。ヴィンケルマンの宗教的二

重性(注 :プロテスタントからカトリック改宗)と分裂性 (注 :ド イツヘの不安とロー

マヘの愛着)と に根ざす不安はこのロマンを超時代的なものとして現代にもユニーク

な地歩を 占めさせるのである。」 (『ハウプトマン』郁文堂版)ハウプトマンはこの作

品を 1939年から着手したが,1952年に未完成のままにして 5年後没したのである。

さて短編作家として名声を得たヴェルナ・ベルゲングリューンはハウプトマンの未

定稿を継承したのであろうか。/作家が同一人物の殺害事件を同じ構想や考え方で進行

させることはありえないことは周知の通りである。更に彼は1950年に「最後の旅行」

という題名で発表しているので,ハ ウプトマンと平行して書いていたことになる。ハ

ウプトマンは言うまでもなく戦前戦後通して時代と社会批判の強い作家に対して,ベ

ルゲングリューンは日本ではまだよく知られていない作家で, ドイツ語の教科書で紹

介される程度である。彼は1892年北ヨーロッパのリガ (ポーランド)で生まれ,父は

医者であり,その祖先はスウェーデン系と言われている。彼はマル ブル ク,ベル リ

ン, ミュンヒェンで学業をおえて,第一次大戦に従軍し,戦後ジャーナリス トとして

活躍した。処女作「アッームの法則」で作家へ転向して1964年亡くなるまで作家活動

を続けた。

彼が何故ヴィンケルマンに関係した「最後の旅行」を構想したか推測し難いが,恐
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<紹介と書評>

ベルゲングリュー ンの 『最後の旅行』

― ヴィ
ンケフレマンの死―

前 田 信 輝
この作品は美術史家ヴィンケルマン殺害事件の数週間を史実を基にして取り扱った

短編小説である。なおこれを題材として,それ以前に創作しようとした,東独のバル

ト海の島に眠っているゲル トハル ト・ハウプトマンの構想に先ず触れておかねばなら

ない。

ハウプトマン自身のギリシア古代美に対する憧憬とデ イオニオス信仰への心情や彼

のイタリア旅行を考えると,彼の第二次世界大戦前後の生活的不安とドイツ文学の歴

史的理念を経てヴィンケルマンの求めたギリシア古典美の世界,そ してヴィンケルマ

ンが ドイツにもう三度と足を踏み入れることなく,謎めいた不可解な運命の結末に彼

は惹きつけられた。作品の中で彼はヴィンケルマンに語らせている。「美は私を圧倒

する。これもデーモンの力だ。それは人をひっさらい,光なき深淵を持っている。ヘ

リオスは薄明の中でなんという恐怖を我々に見せるのか /それは測り知れない。それ

は古代人が知っていた美の夜明けの国である。」 (『ハウプトマン』郁文堂版)こ の見

方はまたハウプ トマンの根底にあるギリシア古典美の真相であろう。

ハウプ トマンから時代をへだてて,古代的世界を求めた ドイツの文芸家について簡

単に見ておくことも意味があると思う。ヴィンケルマンにならってゲーテはレモンの

花咲くミニョンの国に憧れてイタリア旅行したことは余りに有名である。続いてウィ

ルヘルム・フンボル トも外交官として長くローマに滞在して美学論を書いた。それに

反し詩人シラー,ヘルダーリンは戯曲や詩において ドイツ美的理念の世界をギリシア

古代に求めた。近代に於いてはニーチェ,ブルクハル ト, トマス・マンの作品の流れ

に古典美の理念が具象化していることを見過すわけにはいかない。特にマンの「ヴェ

ニスに死す」は正にその結晶である。現代ではドイツ人自身が南の国に憧れてそのバ

カンス旅行の顕著なのには何を語っているのであろう。フランス人のように革命を経

ずして長いこと国家と社会に呪縛された民族にはギリシアの古代世界はルネサンス的

人間性の解放であった。その導火線となったのは,18世紀前半に生を得た風雲児ヴィ

ンケルマンのローマ人化した奇遇な美術史家の生涯に帰するのである。

横溝政八郎氏によれば,ハ ウプトマンは「ヴィンケルマンの表面的経過の事実につ
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走幅跳びについては,助走のスピー ドをいかに踏み切りに生かして遠くへ跳ぶかと

いうことが問題である。技術上達のための時間を要するので,これは今後の課題であ

る。もちろん,走力,脚力等も考慮する必要がある。

砲丸投げについては,まず第一に投げる (突き出す)フ ォームを正しく指 導 しつ

つ,重量の移行 〔ソフト・ボール (3号)→軽い砲丸 (4.0贈 )→正規の重量(5.45kg)〕

を時間をとって練習し,重いという概念を少しでも取り除くように指導 するととも

に,今後は各自の筋力 (握力・背筋力等)を どのように砲丸投げと結びつけるかが課

題である。

本研究では,体格を考慮した具体的な評価基準を設定し,それによって実際に生徒

の運動能力を評価して,生徒本人がどのように体力向上に意欲をもてたかという,い

わゆる学習局面についてのデータ分析には及ばなかった。これがこれからの分析課題

である。

この研究を行うにあたって御指導をいただいた東京大学
。青山昌二助教授に謝意を

表わすとともに,本校の体育主任・倉地芳行先生及び保健体育科の皆様の御協力に感

謝いたします。
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1)水野忠文著 :青少年体力標準表,東京大学出版会
2)青山昌二 :体育測定の指導と処理 。その活用,体育の科学1976年 3月 号
3)松田智男 。青山昌二 :高校生の回帰分析による運動能力の推定と評価,城南紀要1970年

4)文部省体育局 :ス ポーツ・テスト (第 4章・スポーッ・テストー結果の統計処置)

5)青山昌二 :受験との関連よりみた大学生の体格 。体力に関する研究,東京大学・体育学紀

要1981年

6)音海紀一郎 :高校生の体力評価に関する研究,日本体育学会測定専門分科会,CIRCULAR,

No.42.
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身長と体重の相関は,<表 3>に も表われているように,身長の大きいものは体重
も一般的に重いということを顕著にあらわしている。

<表 4～表 7>は身長と運動能力の関係を示したものである。全体的にみて,身長

の高いほうへよるにしたがって記録も高くなっており,体格の優れているものは劣っ

ているものより有利であることがわかる。特に砲丸投げについてみるならば,成績に

ついての評価ではなく,体格についての評価をしているようなもので,体格の劣って

いるものの大半は,益 「々やる気」をなくす結果となりかねない。したがって身長別

グループの中でどの位置にあるかを評価することによって,こ れまで低い評価点しか

もらえなかったものでも高い評価点をもらえるようになって「やる気」を起こさせる

ことができるし,反面,身長の高いものでも,今後は普通あるいはそれ以下の低い評

価点しかもらえなくなり,それによってなお一層努力するようになるであろう。

<表 8～表11>は体重と運動能力の関係を示したものである。体重の重いもののほ

うがやはり高い値を示しているといえる。特に砲丸投げと背筋力の間には高い相関が

みられる。

<表 12>は全体の体格と運動能力の相関表を示したものである。

体格と砲丸投げをみると,身長とは 0.44, 体重とは 0.51と いう非常に有意な相関

がみられる。さらに運動能力どうしの相関をみると,ほ とんど種日間に相関がみられ

る。なかでも50M走と走幅跳びに高い相関があるということは,全体的にみて走力が

いかに跳躍力をひきだしているかということであり,速いということがそれだけ跳躍

力があるということにつながっている。

要   約

体育実技において,測定した記録の結果は,「測りっばなし」にすることなく,生

徒各人に自分の体力についての関心を高めさせ,彼等を励まし,意欲的に体育の授業

にとりくませるような評価がなされなければならないし。そのような指導が必要にな

ってくるのである。そのための評価点の与え方として,身長との相関のある種目につ

いては,体格の大・小からくる有利・不利を取り除いた評価法をもってするのがよい

と考えられる。

本研究は,運動能力の測定種目として走 。跳・投の三種目を選択し,生徒の運動能

力の評価を行ったもので,そ の結果,次のような事実が判明した。

50M走においては,各区分ともにあまり差はみられなかったが,ス ター トのしかた

に工夫が必要である。
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区 分 1身 長 体  重 50M走 走 幅 跳 砲 丸 投 背 筋 力

身  長
体  重
50 M I走

走 幅 跳

砲 丸 投

背 筋 力

0.47 0.12

0.33

0.18

0.29

0.74

0.44

0.51

0.34

0.47

0.35

0.35

0.35

0.30

0.60

(4)運動能力相互間の相関表の算出

体格,運動能力の相関係数

表12 体格・運動能力の相関係数

身長・体重の大小と運動能力の大小との間にみられる関係について,統計的に分析

したものが相関係数である。相関係数を求める式は,

″=ΣI響
`/yΣ
フ~E夏ア

(Σ″y・・・偏差積和,Σ″2.Σy2...各種目の偏差平方和)

である。

全体の体格・運動能力の相関係数行列は,<表 12>に示してある。この相関係数行

列によって体格と運動能力,お よび運動能力どうしの相関の有無,程度が明らかとな

る。

結 果・考 察

体格,運動能力の平均値および標準偏差は,<表 1>の とおりである。この値を文

部省全国値に比較してながめてみると,体重で 0.9 kg本校値 (標本値)の方がまさっ

ているほかは,すべて全国値を下まわっている。特に走幅跳び,背筋力は%標準偏差

を上まわる開きをみせている。

身長別に三つのグループ (A・ B・ C)に分けたものが<図 1>であり,それぞれの

運動能力の平均値を示したものが<表 2>で ある。この結果が示 す よ うに,た とえ

ば,砲丸投げでは身長の大なるAグループの平均値が 733.4 Cmで あるのに,身長の小

なるCグループでは 632.4 Cmで ある。背筋力においても両者では15.6聴 もの開きがみ

られる。したがって,身長の大きいものほど一般的に運動能力の記録がまさっている

ことがわかる。このことは,体格の優れているものは少しの努力で好記録が生まれや

すく,体格の劣っているものは努力をしても前者の記録に近づくということは,はな

はだむずかしいということを示している。しかし,現実に行なわれ てい る実技評価

は,記録中心になされているのが実情である。

8
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(2)身長と運動能力の相関表

表4 身長と50M走の相関表
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表 5 身長と走幅跳びの相関表

-4-

50ヽ1
・∝ ・

５

”
・
３

”
・
１

”
・
９

”
・
７

”
・
５

”
・
３

”
・
１

”
・
９

”

|

61N～ 6.

８２

７９

７６

７３

７０

６７

６４

６１

“

５５

５２

・
５

”‐

・
８

”‐

・
８

”‐

・
８

”‐

・
８

”‐

８

”‐

８

”‐

・
８

”‐

・
８

”‐

・
８

”‐

・
８

”‐

Ｎ

８５

８２

７９

７６

７３

７０

６７

６４

６‐

５８

５５

４

８

５

２

２

人

１

260 290
～319
ｍ

．

|

`^135∫
}″
^

410 440 4?o lsm 530
N~° 4υ

l~° `υ

185.8
～ 182.9
182.8
～ 179.9
179.8
～ 176.9
176.8
～ 173.9
173.8
～ 170.9
170.8
～ 167.9
167.8
～ 164.9
164.8
～ 161.9
161.8
～ 158.9
158.8
～ 155.9
155.8
～ 152.9

N

1

1

1

1

1

1

3

5

1

1

1

1

1 1

1 1

1

3 122

3

1

2

4

1

5

3

19

1

1

2

2

5

3

2

2

2

2

1

2

4

3

2

2

18

4

1

2

1

8

1

1

2

1

3

4

7

15

17

16

7

10

7

1

88

1

1

2

r==0.18

|

ヽ
ヽ
＼

230



185.8
～ 182.9

182.8
～ 179.9

179.9
～ 176.9

176.8
～ 173.9

173.8
～ 170.9

170.8
～ 167.9

167.8
～ 164.9

164.8
～ 161.9

161.8
^‐ 158.9

158.8
～ 155,9

155.8
～ 152.9

図 1(1)身長の大・中・小三区分別運動能力

164.89   168.12  !71.4

lzl___________________________ゝ 1

P        4
1標準偏差

表3 身長と体重の相関表

N=25
C B
N=38

44.0  149.0  154.0
～48.91～ 53.91～ 58.9

59.0
～63.9

|    |    |    |
64.0  169.0  174.0  179.0  184.0
～68.91～ 73.91～ 78.91～ 83.91～ 88.9 N

1 11

1

5

2

6 14 25

1

1

1 1

1

1

10 10 3 1 4

３

４

７

‐６

‐７

‐６

８

‐０

７

１

９０

1

1

人

１

N

3

r==0.47



大小が運動能力の結果に大いに関係している。したがって体格の大小を無視した目標

設定や評価法は学習意欲にも大きな影響を与えているのではあるまいか。体格を考慮

した体力評価の方法が正課体育実技に取り入れることは今後の課題である。

本研究は,以上の視点から,私立獨協高校 (男子校)3年生90名を対象として,統

計的に実証しようとするものである。

分析に用いた資料は,身長・体重・背筋力については昭和55年 4月 の定期健康診断

時のデータであり,50M走・走幅跳び・砲丸投げについては授業 中 の測定記録であ

り,測定期間は,練習期間を含めて 昭和 55年 9月 より約 3ケ月間 を当てた (週 1回

100分授業 )。

50M走は, 1回 に 2名ずつスタータの旗を合図にセパレー ト・コースを走らせ,個

個に計時し, 2回走らせて記録の上位のものを採用した。走幅跳びは,任意の助走距

離より2回跳び,記録の上位のものを採用した。砲丸投げは,高校男子用 (5.45kg)

を使用し, 2回投げて記録の上位のものを採用した。

体格運動能力との相関

体格・運動能力の平均値と標準偏差

本校生徒の体格および運動能力の平均値 (M)と標準偏差 (S

最高値 (Max),最 低値 (Min)を <表 1>に示してある。

表 1 体格・運動能力の平均値と標準偏差

D)及び各項目の

項  目

N
S.55

124.6

21.1

180.0

75.0

90

139.61

分析の方法

(1)身長の大・中・小三区分別運動能力

表2 身長の大中小二区分別運動能力

項   目

7.3 1   420.5

7.3 1  415.1
7.41  4∞ .9

※ A・…171.4m以上,B… 171.3～ 164.9m,C・…1648m以 下 N=90

M
S・ D
Max

Min

A

B

C

168.12

6.47

183.1

152.9

90

169.6

175.4

168.2

160.1

61.4

10.06

93.5

44.0

90

60.5

66.9

60.9

56.1

7.19

0.38

6.7

8.5

88

7.27

414.3

57.69

535.0

226.0

88

453.98

679.5

100.0

998.0

413.0

90

733.4

670.2

632.4

135.3

118.4

119.7
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高校生の体力評価に関する統計的分析

音 海 紀一郎
緒   言

青少年の体力の低下が社会的な問題となってすでに久しい。言うまでもなく,高校

生の生活というのは,学校生活を中心としている。この時期の彼等については,男子
の身体面では,中学を卒業する頃から見えはじめていた第二次性徴といわれる一連の

身体的変化がさらに顕著になって,生殖機能も一段と発育した段階に到 達 す る。ま

た,内臓器官や筋肉・骨格等も,身長・体重と同じように著しい発育発達を遂げる。
これらの生物的変化に伴って精神面において も著 しい変化があらわれてくる。つま

り,高校生の生活は,身体・精神両面における急激な変化の中で営まれていると言え

るのである。もちろん,身体上・精神上の成長段階・発育段階には,個人差があるこ

とは言うまでもない。こうした身体・精神の両面のほかに,現在の高校生の生活構造

を特徴づけているものがいくつかある。その第一には大学入試のための受験準備とい

うものがあげられる。受験生活は, 日々の自由時間における身体活動を消極的にし,

肉体的疲労を極度に避けようとすることや時間的余裕のなさを理由に,正課の体育時

の活動をはじめ,運動クラブ活動に対しても相当の規制をしてしまう。その結果,運

動不足によって心身をゆがめてしまい,それが昂じていわゆる「受験ノイローゼ」と

いうような現象も起きてくるのである。入試制度の改革が叫ばれながらも,ますます

受験勉強に明け暮れせざるをえないのが現状である。そういう高校生活が彼等の体格

や体力にどのような影響を及ぼしているか,彼等の生活とともにある現場の体育教師

の目で捕えてみようと考えた。そこに何らかの問題点を把握し,指導の方向性を見出

すことができれば,単に現場の体育教師の問題にとどめておくだけでなく,広 く全教

師の関心事として,どのようにその体力を評価し,体力の向上や意欲を養わせるかと
いうことを生徒指導の大きな柱とすべきだと考えるからである。

研究目的および方法

正課体育で実技指導をしてみると,一般的にみて,体格の優れている生徒は,劣 っ

ている生徒に比べて運動能力の優れているものが多い。授業で実施した陸上競技の種

目から50M走 (走)。 走幅跳び (跳 )・ 砲丸投げ (投)を中心に検討した結果,体格の

1
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